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総合地方機関のあり方について 

（論点整理） 

 

― 概 要 版 ― 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年８月 

滋 賀 県 

資料１－１ 





 1

１ 振興局、地域振興局および県事務所の現状 

 

 (1) 「県庁の分権化を進め、地域のことは地域で責任を持って、機動的、総合的に対応

する」ことを目指し、平成１３年４月に６つの地域振興局を設置 

(2) 地域振興局の主な機能 

  ・地域経営機能 各地域振興局の圏域の一体的、総合的発展を図るため、圏域内の総

合的な地域経営を行う機能 

・総合調整機能 部局横断的、機動的な対応を行うため、組織を地域振興局として一

体化し、強化された機能 

  ・市町への支援機能 圏域内の市町の行財政システムの構築の支援、政策立案の補完

および助言の機能ならびに市町合併の推進の支援機能。 

  ・サービス提供機能 

  ・危機管理機能 

 (3) 平成 17 年４月の再編 

   市町村合併により、甲賀および湖西の地域振興局を甲賀と高島の県事務所に再編 

 

２ 総合地方機関の見直しの背景 

 

 (1) 分権型社会における県と市町の役割分担の明確化 

  ・市町優先の原則、近接および補完性の原理 

・市町は身近な基礎自治体として住民の日常生活に直結する仕事を総合的に処理 

・県は広域の自治体として広域的、専門的な行政サービスの提供を担い、必要に応じ

て市町を補完する。 

 (2) 市町村合併の進展 

   地域振興局設置の当時に比較し、大幅に市町村合併が進展し、市町の行政区域や財

政的、人的規模が拡大強化され、基礎自治体として行政能力が一段と向上 

 (3) 県から市町への権限の移譲 

  ・法律レベルにおいても、今後、県から市町へ権限を移譲することを検討 

・県独自で、更に市町に権限を移譲することを検討することが必要 

 (4) 県の組織の見直し 

   県の果たすべき機能を将来にわたり担っていくため、人員削減を進め、スリムでコ

ンパクトな体制を構築するとともに、迅速で効率的な事務執行に徹することが必要 

 

以上の背景を踏まえ、「新しい行政改革の方針」に基づき総合地方機関の見直しを実施 

 

３ 総合地方機関としての機能について 

   

(1) 部局間の総合調整機能について 
本庁各部の意向に従い執行される事業が関係する場合は振興局等での調整には限界

があったが、地域で対応できる課題については管内の調整機能は向上し成果も出せた。 

(2) 圏域振興機能について 

圏域の総合的な地域振興プランを作成し、展開したということ自体は評価できるが、

プランの実施については予算、権限が限定され総合的な地域経営には至らなかった。 
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(3) 地域課題の解決、まちづくり機能について 

   地域予算による圏域振興事業は、予算、内容が限定的で、スポット的事業とならざ

るを得なかった面はあるが、所期の成果が上げられ、市町・住民の主体的取組へとつな

がった。 

 

・一定の限界はあったが、圏域振興プランを作成し、振興策を展開するとともに、地域

予算による圏域振興事業の実施により地域課題の解決等に寄与してきており、これら

の展開が、市町、住民等へと受け継がれ、その主体的取組へとつながった。 

・振興局等の市町村合併の支援の機能により、県内の市町村合併も大幅に進展し、着実

に基礎自治体としての能力を備えつつある。その点では、振興局等はその使命を果た

し、地域の総合経営機能は市町が担うべきものとなってきている。 

 

４ 総合地方機関の見直しの基本的な視点 

 

(1) 分権社会の実現に向けた見直しー総合化から専門化へー 

  ○市町優先の原則を踏まえた見直し 

  ○市町を包括する広域自治体としての県の役割を発揮できる見直し 

  ○小規模町等への支援機能も考慮した見直し 

  ○地方分権改革推進委員会、地方制度調査会の議論を見据えた見直し 

 (2) スリムで効率的な組織体制に向けた見直し 

 (3) 県民の視点からの見直し 

 

５ 総合地方機関の見直しの検討項目 

 

 (1) 総合地方機関としての機能のあり方 

 

  ア 圏域における総合的な地域経営の機能のあり方 

・市町優先の原則、近接補完の原則からも市町の役割として考えるべき。 

・市町の意見では、振興局等に圏域での総合的な地域経営体としての機能を強く期

待し、ビジョンを示すなどのリーダーシップの発揮が求められている。 

・基礎自治体としての行財政能力を備えた市の区域では、基本的方向に従い見直す

が、小規模町等については、過渡期的に県が支援をするなど地域の実情を踏まえ

た弾力的な対応が必要 

イ 現地における部門間の調整の機能のあり方 

・地域振興局設置当時の理念と同レベルの総合調整機能を今後も地方機関に求める

ならば、現在の局長をトップとする総合地方機関のような体制が必要 

・しかし、現在の事業執行の仕組み等を踏まえれば、総合的な部門間の調整は本庁

で担い、地方ではある程度の連絡調整、情報の共有化という機能を求めることが

妥当とも考えられ、単独機関化して調整会議等で担保する方法もありうる。 

ウ 市町の行財政運営への助言、市町の行政サービス向上に対する支援のあり方 

・最終的には市町の行財政運営は市町の自律的な考えに従いなされるものだが、当

面は県としても支援することが必要。ただし、内容が高度化、専門化しているこ

とから、本庁での対応も検討を要する。 
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・合併支援は、少なくとも合併新法の期限までは現状を維持する等の対応が必要 

・市町の行政サービス向上に対する支援については、専門化、高度化する市町の業

務に対して、県は職員派遣、市町の人材育成等の支援を充実することを検討 

 

エ 危機管理機能あり方について 

・単独機関化した場合でも、中心となる機関を置くことで対応が可能。 

・各部局所管事案の場合、事案により担当機関が異なり迅速かつ総合的な対応が懸

念されることから、実効性のある危機管理体制の構築を検討することが必要 

・危機管理の現場のエリアを広域化することには情報収集、初期対応に時間が必要

となるなど問題が多い。 

 

オ 行政サービス提供機能のあり方 

     ・サービス提供については、現地で行う必要があり、危機管理の面からも、現地事

務所としての機能は存置することが基本 

   ・県の広域的・専門的な役割を果たすため、各行政分野での専門性の向上が必要 

・ただし、効率的な行政運営とともに一層のスリム化が必要である。 

・こうしたことから、行政需要、行政客体の状況により集中化、拠点化あるいは単

独機関化など、行政分野ごとに最適な行政サービスの提供体制とすることが必要 

 

(2) 総合地方機関の組織のあり方 

  ・現在の形態は、総合調整機能および危機管理機能については有効に機能を発揮する

場面もあるが、必ずしも総合地方機関の形態でなければならないものではない。 

  ・行政サービス提供機能では、行政分野ごとに課題や行政客体が異なることから、専

門性の確保やサービス提供の最適な方法も異なり、現在のような総合地方機関の形

態は、見直しを図らざるを得ない。 

  ・総合地方機関の形態にとらわれず、行政分野ごとのサービス提供の形態を構築しつ

つ、総合調整機能、危機管理機能を発揮できる体制や仕組みを検討することが必要 

 

(3) 各行政分野のサービス提供区域のあり方 

  行政サービスを効率的・効果的に提供するため、行政分野ごとに地域の行政ニーズ

や行政客体を十分踏まえ、単独機関化も視野に入れながら各サービス提供区域を見直

すことが必要 
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はじめに 

 

 滋賀県では、平成１３年４月に「県庁の分権化を進め、地域のことは地域で責任を持っ

て、機動的、総合的に対応する」ため、県事務所、健康福祉センター、土木事務所を統合

し、地域振興局を設置しました。その前年の平成１２年は地方分権推進一括法が施行され、

まさに「地方のことは地方で」という目標のもと、地域社会の自己決定・自己責任の領域

の拡大を目指す動きが現実化しつつある時代でありました。地域振興局制度は、県庁内で

その動きをいち早く取り入れ、時代に対応すべく設けられた制度であり、滋賀県の地方分

権の志を示すものといえます。 

 しかし、時代の変化は一段とスピードを増し、合併特例法のもと「基礎的自治体が地域

の行政を一貫して自主的、自立的に実施できるようにする」ため市町村合併が進んでいき

ます。滋賀県でも、平成１６年１０月の甲賀市、野洲市、湖南市の誕生を皮切りに、平成

１８年３月の大津市・志賀町の合併まで１１回の合併が行われ、５０市町村が２６市町へ

と再編されました。現在、合併新法に基づき更なる市町合併に向けての取組が進められる

一方、第２９次地方制度調査会では小規模市町に対する方策も含め基礎自治体のあり方が

議論されています。このように、合併に伴い市町の基礎的な行財政能力が大幅に向上する

など、市町は分権時代において果たすべき基礎自治体としての機能を名実ともに備えつつ

あります。 

 また、去る５月２８日に出された地方分権改革推進委員会の第１次勧告においては、基

礎自治体優先の原則の下、住民に身近な行政は、できる限り、より身近な地方自治体であ

る市町が担うのがふさわしく、地域における事務は基本的に基礎自治体である市町が処理

し、都道府県は、広域自治体として、広域にわたるもの、その規模および能力において市

町が処理するのが適当でないもの等を処理するとしています。そして、まちづくり・土地

利用規制等、福祉・保健・医療および教育などの住民の日常生活に密接に関連する事務を

中心に県から市町へと権限移譲を進めることとしています。今後、滋賀県でも、このよう

な権限移譲を人的支援、必要な財源措置と併せて積極的に推進していく必要があります。 

 このように、市町が基礎自治体としての機能を備えつつある現在、分権時代の県と市町

の役割を踏まえ、総合地方機関のあり方を考えることが必要です。地域振興局設置当時の

理念である「地域のことは地域で責任を持って、機動的、総合的に対応する」ことから、

今、県に求められる「規模および能力において市町が処理するのが適当でないものを処理

する」ことへ、いわば「総合化から専門化へ」と、県の地方機関のあり方を見直し、今後、

迅速的確な対応が必要となる危機管理事案や子育て、医療等の県民の安全と暮らしを守る

重要課題を県として適切に処理できる体制としていく必要があります。 

滋賀県の財政状況は、今年度以降も財源不足が拡大すると見込まれており、また、財政

調整基金の残高も底をつくという、非常事態とも言うべき状況であり、県の組織を常にあ

るべき姿となるように見直していく必要があることは言うまでもありません。先に述べた

とおり、時代は今も大きく動きつつあります。国においては道州制の議論も進んでおり、

地方自治の大きなフレームは未だ最終の姿を見せていない段階ではありますが、それを待

っている訳にはいきません。時代の先を読みつつ、現段階でベストの姿となるよう、県の

総合地方機関のあり方を探っていく必要があります。 

 今回は、このような考え方により、総合地方機関の持つ諸機能、総合地方機関という組

織形態、その所管区域について、市町との十分な意見交換を行いつつ、広く庁内の意見を

求め、論点の一定の整理を図ろうとするものです。 





 1

１ 振興局、地域振興局および県事務所の現状 

 

 (1) 設立 

   平成１３年４月に従来の県事務所、健康福祉センターおよび土木事務所を統合し、

６つの地域振興局（湖南、甲賀、東近江、湖東、湖北、湖西）を設置 

 

 (2) 設立時の考え方 

   県庁の分権化を進め、地域のことは地域で責任を持って、機動的、総合的に対応す

ることを目指す。 

 

 (3) 地域振興局の主な機能 

 

  ・地域経営・総合調整機能 

   （地域経営） 各地域振興局の圏域の一体的、総合的発展を図るため、圏域内の総

合的な地域経営を行う機能。なお、サービス提供機能として地域振興局が担う

県行政の地方機関としての業務においても、圏域の視点に立った事業の展開が

行われているが、その部分はサービス提供機能の一部ととらえる。 

   （総合調整機能） 従来の各事務所、各部局により縦割りで所管されていた事業に

ついて部局横断的、機動的な対応を行うため、組織を地域振興局として一体化

し、強化された機能 

 

  ・市町への支援機能 

      圏域内の市町の行財政システムの構築の支援、政策立案の補完および助言の

機能ならびに市町合併の推進の支援機能。なお、この機能についても、地域経

営機能と同じく、サービス提供機能として行う各行政分野において市町の支援

を行うことがあるが、その部分はサービス提供機能の一部ととらえる。 

 

  ・サービス提供機能 

県民生活・商工労働、税務、健康福祉、環境、森林、農業、土木等の各行政

分野において、地域振興局として組織される以前から、各事務所が担ってきた

県の地方機関としての行政サービス提供の機能 

 

  ・危機管理機能 

      現地に近いところで初期対応および情報収集を行うため、圏域をエリアとし、

地域振興局として総合的な体制で局長の指揮命令のもと行う危機管理の機能 

 

 (4) 平成 17 年４月の再編 

   市町村合併の進展状況により、段階的に所管区域の広域化と機能の見直しを行うこ

ととし、甲賀地域振興局および湖西地域振興局について、地域経営機能および市町への

支援機能をそれぞれ南部振興局と本庁に集中化し、行政サービス提供機能と危機管理機

能を担う甲賀県事務所と高島県事務所を設置した。 
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２ 総合地方機関の見直しの背景 

 

 (1) 分権型社会における県と市町の役割分担の明確化 

   分権型社会では、県と市町はそれぞれの性格に応じた役割分担を明確にし、相互に

競合しないようにしながら対等のパートナーとして連携、協力することが必要である。 

   市町優先の原則、近接および補完性の原理を踏まえ、市町は住民に身近な基礎自治

体として住民の日常生活に直結する仕事を総合的に処理し、県は市町を包括する広域

の自治体として広域的、専門的な行政サービスの提供を担い、必要に応じて市町を補

完する。 

   地方分権の進展に伴い、このような考えを基本に、総合地方機関の担う地域経営機

能、市町への支援機能を見直していく必要がある。 

 

 (2) 市町村合併の進展 

   地域振興局設置の当時に比較し、大幅に市町村合併が進展し、市町の行政区域や財

政的、人的規模が拡大強化され、基礎自治体として行政能力が一段と向上している。

このように、市町合併により分権型社会の市町の役割を担いうる能力を備えた基礎自

治体が整備されてきていることから、総合地方機関の地域の経営主体としての使命を

見直していく必要がある。 

一方で、人口１万人未満の町が８団体存在するほか、合併新法に基づき３地域で市

町合併の推進の構想がある状況であることから、すべての市町において基礎自治体と

しての体制が整うまでは、県は、当面、政策立案機能の補完、行財政能力の向上を支

援するなどの市町への支援機能を果たしていくことが求められる。 

 

 (3) 県から市町への権限の移譲 

   市町優先の原則、近接および補完性の原理から、法律レベルにおいても福祉、医療

保健、教育、まちづくり、事業活動規制等の分野で、今後、県から市町へ権限を移譲

することが議論されているほか、県独自で住民サービスの向上、市町の個性ある地域

づくりの推進、事務処理の効率化が図られるような事業について、更に市町に権限を

移譲することも検討する必要がある。 

   このように県民に身近な行政サービスが、市町に移譲されるならば、当然、その事

務を担っていた機関については、行政サービス機能、所管区域のあり方を検討してい

く必要がある。 

 

 (4) 県の組織の見直し 

   地方自治体を取り巻く厳しい財政状況の中、県の果たすべき広域的、専門的機能を

将来にわたり担っていくためにも、人員削減を進め、スリムでコンパクトな体制を構

築するとともに、迅速で効率的な事務執行に徹する必要がある。 

   この点からも、総合地方機関の形態が今後も必要であるかどうか、また、行政サー

ビスの事務の現状から現在の組織、所管区域が妥当であるか検討する必要がある。 

 

以上のような総合地方機関を取り巻く背景を踏まえ、平成２０年３月に策定した「新し

い行政改革の方針」の取組項目「４ 社会環境の変化や県の役割を踏まえた組織・機構の

見直し」の一つとして総合地方機関の見直しに取り組むものである。 
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３ 総合地方機関としての機能について 

 

  地域振興局設置後７年を経過し、「県庁の分権化を進め、地域のことは地域で責任を持

って、機動的、総合的に対応することを目指す。」という所期の目的が達成できたかどう

かの検討を行う。 

 

(1) 部門間の総合調整機能について 
市町合併の推進、環境問題・開発事案への対応、危機管理事案等において機動的、

部局横断的な対応が有効に機能したほか、地域振興局内会議、地域振興局管内の関係

機関の調整会議の開催等により、課題、情報の共有化が図れ、振興局等の総合調整機

能の発揮につながった。 

一方で、令達予算により執行される事業、本庁の企画・立案に係る事業については、

本庁の担当部局の意向により事業執行が図られるため、振興局等内のみで総合的に調

整することができず、本庁との調整が必要となるなど、現在の事業執行の仕組みでは

振興局等で調整機能が十分果たせない場合も多かった。 

 

これらのことから、本庁各部の意向に従い執行される事業が関係する場合は振興局

等での調整には限界があったものの、地域振興局の設置により、地域で対応できる課

題については管内の調整機能は向上し、成果をあげることができたといえる。 

 

(2) 圏域振興機能について 

平成１５年の滋賀県中期計画策定にあわせ、圏域ごとに地域振興局が中心となり地

域振興プランを策定し、市町村横断的な地域振興の構想を示すことで地域にふさわし

い振興策を示すことができ、また、このプランに基づき地域振興局自らが振興策を展

開し、市町の施策を誘導・調整してきたことは地域の均衡ある発展に寄与する取組み

であったといえる。更に、そのことが市町の主体的な地域振興の取り組み体制の芽生

えにつながったという面もある。 

なお、このような目に見える事業展開のみでなく、局長を先頭に現場に近いところ

で情報を収集し、様々な面で地域経営的な視点で目配りをすることで、住民、市町の

信頼を得、円滑な事業執行が可能となるとの効果もあった。 

一方で、地域振興プランの実施については、地域振興局の予算、権限が限定され、

事業の多くが本庁の方針で動いており、実効性が乏しかったという面は否めない。 

その他、市町合併の進展により、地域振興プランが市町の総合計画と重複し、実施

主体が振興局等か市町か不明確となったという面もある。 

 

これらのことから、圏域の総合的な地域振興プランを作成し、展開したということ

自体は評価できるが、プランの実施については予算、権限が限定され総合的な地域経

営には至らなかったといえる。更に、合併後は、市町との役割分担が不明確となって

いるといえる。 

 

(3) 地域課題の解決、まちづくり機能について 

   地域予算を活用した圏域振興事業では、地域それぞれの課題の解決や地域の特性を

活かした個性あるまちづくりの推進について成果が得られた。特に、事業を住民、NPO、
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事業者、市町等との協働により進めることにより、意識が高まり、住民や市町の主体

的取組みの芽生えにつながったともいえる。 

   一方で、圏域振興事業は予算、事業内容が限定的であり、縦割りサービスの隙間を

埋めるような事業となり、地域経営の観点では事業展開は十分ではなかった点は否定

できない。 

 

   これらのことから、振興局等の地域予算により実施してきた圏域振興事業は、予算、

内容が限定的であり、スポット的な事業とならざるを得なかった面はあるものの、振

興局等の独自の取組みとして展開でき、地域課題の解決・まちづくり機能としては所

期の成果が上げられ、しかも、市町・住民の主体的取組へとつながったといえる。 

    

  以上の評価から、振興局等においては、予算、権限等が限られ、一定の限界はあった

ものの、圏域振興プランを作成し、地域にふさわしい振興策を展開するとともに、地域

予算による圏域振興事業の実施により地域課題の解決、個性あるまちづくりの推進に寄

与してきた。そして、これらの展開が、市町、住民等へと受け継がれ、その主体的取組

へつながってきているといえる。 

また、振興局等の市町村合併の支援の機能により、県内の市町村合併も大幅に進展し、

県内の市町は着実に基礎自治体としての能力を備えつつある。その点では、振興局等は

その使命を果たし、振興局等に期待された地域の総合経営機能は市町が担うべきものと

なってきている。 

 

４ 総合地方機関の見直しの基本的な視点 

 

(1) 分権社会の実現に向けた見直しー総合化から専門化へー 

 

  ○市町優先の原則を踏まえた見直し 

・地域振興、圏域振興等は、市町が主体となる見直し 

・住民に身近な行政サービスは市町が担うという考え方による権限移譲の推進を視

野に入れた見直し 

  ○市町を包括する広域自治体としての県の役割を発揮できる見直し 

・迅速的確な対応が必要となる危機管理事案や子育て、医療等の県民の安全と暮ら

しを守る重要課題など県が担うべき広域的な行政、専門性を要する行政等の充

実・強化につながる見直し 

  ○小規模町等への支援機能も考慮した見直し 

  ○地方分権改革推進委員会、地方制度調査会の議論を見据えた見直し 

 

   市町からも、県と市町の役割を明確にし、県と市町の協働体制を確立することが必

要である、専門性を持つ県と現場をよく知る市町がパートナーとして補完しあうこと

も検討されるべきとの意見が寄せられている。ただし、県と市町の役割の整理が単に

県の地方機関の肩代わりを求めるものであれば県と市町の信頼関係を損なうとの意見

もあったので留意すべきである。 

 

 (2) スリムで効率的な組織体制に向けた見直し 
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   行政サービスの内容、客体等を踏まえた業務の広域化、本庁・地方機関との業務分

担の再整理等による効率的な業務執行を目指した見直し 

 

   市町からも、県庁、振興局、市で重複している部分は、組織のスリム化、事務の簡

素化の視点から検討が進められることを期待するとの意見がある。 

 

 (3) 県民の視点からの見直し 

   行政窓口を明確にするなど県民に分かりやすく、利用しやすい組織とするとともに、

県民が求める質の高いサービスの提供ができる体制とする見直し 

 

   市町からも、振興局等では複数の部課が一箇所に集まり分かりやすく便利であると

の意見がある一方、振興局等の課の事務分掌が県民には分かりにくいとの意見がある。 

 

５ 総合地方機関の見直しの検討項目 

 

(1) 総合地方機関としての機能のあり方 

 

ア 圏域における総合的な地域経営の機能 

  

(ｱ) 基本的な考え方 

滋賀県は広域自治体として滋賀県域の総合的な地域経営を行うものであり、そ

の基本となるのが滋賀県基本構想である。そして具体的には、県が担っていく環

境、森林、福祉、医療、商業、観光、農業、土木などの行政分野ごとに構想を作

り事業展開を図っていくこととなる。その際には、実施単位として一定のエリア

を設定したり、地域差を考慮して実施内容を検討したり、地域単位でのビジョン

を示すこともありうる。また、県内の一地域のみを対象とした特定プロジェクト

が組まれ、その地域に限っての構想が出されることもありうる。 

しかしながら、現在の振興局等のように一定の圏域について、県が総合的な地

域経営を考え、実施していくことは、市町合併が進展した状況では、市町優先の

原則、近接および補完性の原理からも、市町の役割として考えるべきであり、県

は広域的課題の解決や専門性の高い行政分野での地域経営機能を果たせばよいと

整理できる。ただし、市町合併が進んでいない地域等では、市町の枠を超えた視

点で地域特性を活かした振興策をリードするなど県が地域経営機能を果たすこと

も考慮する必要がある。 

 

   (ｲ) 市町意見 

市町からは、地域振興・地域経営は市町が主体的に行うべきとの意見もあるも

のの、振興局等に圏域内の総合的な地域経営体として圏域の地域振興を強く期待

するとの意見や圏域のビジョンや方向性を示し、地域全体を捉えた活性化策を展

開するとともに地域経営のリーダーシップを発揮することが求められるとの意見

が強く、圏域振興には圏域の実情を把握し、圏域ごとの県政推進の役割を担う振

興局等と市町との連携・調整が重要との意見もある。 
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   (ｳ) 機能のあり方 

市町合併で基礎自治体としての行財政能力を備えた市の区域においては、基本

的方向に従いこの機能の見直しを行うとしても、小規模町等については、過渡期

的に県が何らかの支援をするなどの地域の実情を十分に踏まえた弾力的な対応が

必要である。もっとも何らかの支援を行うにしても振興局等が総合地方機関とし

て果たすべき圏域振興機能を十分に果たせてこられなかった点を考慮し、どのよ

うな形態で支援するのが良いのかは検討することが必要である。 

なお、県の担う各行政サービス分野において、必要に応じて圏域の視点にたち

事業展開を図ることは、これまでと同様である。 

 

イ 現地における部門間の調整の機能 

 

(ｱ) 基本的な考え方 

県の部門間の横の調整機能である総合調整機能は、地方分権の進展にかかわら

ず、本庁においても地方機関においても必要であり、このことは地域振興局設置

当時と特に変化はないと考えられる。 

もっとも、現在の振興局等では十分な総合調整機能は果たせていないとの評価

があり、その原因として、事業の多くが令達予算により執行される等本庁の方針・

権限により事業が展開されることが多く、振興局等のみでは調整できないことが

指摘されており、その点を踏まえ地方での調整機能をどのレベルまで求めるのか

を整理し、検討すべきであるといえる。 

地方での総合調整機能を確保するには、現在の振興局等の制度が唯一のもので

はなく、通常の調整機能であれば組織の形式にこだわらなくとも関係機関・部局

間で可能といえる。ただし、指揮命令系統が明確で部門間の総合調整が円滑にで

きる現在の振興局等の制度以上の総合調整機能を発揮できる制度については具体

的には想定できない。 

 

   (ｲ) 市町意見 

     市町からは、振興局等の総合調整機能はほとんど機能していないので振興局等

の必要性は低い、また、各部門の業務が専門化しており振興局等に調整機能まで

期待するのは無理との意見や本庁で一括対応すればよいとの意見がある一方、本

庁では複数課にまたがる事務についても振興局等では一箇所で助言してもらえる、

また、振興局等で部局横断の調整機能を発揮するには、本庁からの実質的な権限

移譲が必要であるとの意見もあった。 

     なお、市町からは振興局等に総合調整機能として管内の市町間の調整を期待す

るとの意見が多くあったが、この部分は県の各行政分野における圏域調整に係る

ものと考えられ、各行政サービス機能を展開する際に、十分に市町間の調整機能

を果たすべきである。 

 

   (ｳ) 機能のあり方 

     地域振興局設置当時の理念と同レベルの総合調整機能を今後も地方機関に求め

るならば、現在の局長をトップとする総合地方機関のような体制が必要と考えら

れる。しかし、見直しの背景、現在の事業執行の仕組み等を踏まえれば、今後は、
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事業執行に係る総合的な部門間の調整は方針の決定権を有する本庁で担い、地方

ではある程度の連絡調整、情報の共有化というレベルの機能を求めることが妥当

とも考えられ、この場合は、必ずしも総合地方機関等としての組織でなくとも、

単独機関化して調整会議等で担保する方法もありうると考えられる。なお、その

際もどこかに総合的窓口機能を持たせるなどの工夫は必要であるとともに、地域

で解決すべき専門的課題等のより複雑な調整が求められる場合への対応も検討す

ることが必要である。 

 

ウ 市町の行財政運営への助言、市町の行政サービス向上に対する支援の機能 

 

   (ｱ) 基本的な考え方 

     この機能については、地方分権の考え方、市町合併の進展を踏まえれば、市町

に対する行財政指導、財政支援から環境、農政、土木等の専門化、高度化する市

町の業務への支援にシフトすべきであると整理できる。ただし、小規模町等へは

財政支援、行財政指導も配慮が必要である。 

なお、合併支援については、合併新法の期限まではその機能は不可欠であり、

近い距離で微妙なニュアンスの情報を交換しつつ、振興局等ですべきと考えられ

る。 

 

   (ｲ) 市町意見 

     市町からは、合併等により総体として市町の健全な行財政システムの構築能力

や政策立案能力が向上していることから市町への支援の期待は低下している、市

町への支援は合併など一定の分野でよいとの意見があり、一方、市町の基礎自治

体としての専門的知識、体制整備への支援、専門的分野での職員派遣、人事交流

を希望する等専門的分野での県の人的支援を期待する意見が多い。 

     ただ、地域の実情にあわせたきめ細かな指導・支援への期待、身近な相談窓口

への期待もある。 

 

   (ｳ) 機能のあり方 

支援の内容に応じて以下のとおり整理できる。 

◎ 市町の行財政運営への助言について 地方分権の考え方からは、最終的

には市町の行財政運営は市町の自律的な考えに従いなされるものであり、

県が指導するものではないと言えるが、当面は県としてもその自律的運営

を支援することが必要であり、また、その他にも法定の協議、全国調査へ

の対応が必要である。よって、引き続きこの機能は果たしていく必要があ

り、その内容がより高度化、専門化していることから、本庁での対応も検

討すべきである。 

ただし、小規模町等については、より支援の必要性が高いと考えられる

ため、身近なところでの窓口機能を残すなど何らか措置が必要かの検討を

要する。 

      ◎ 市町合併支援について 少なくとも合併新法の期限までは現状を維持す

る等の対応が必要である。 

◎ 市町の行政サービス向上に対する支援について 専門化、高度化する市
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町の業務に対しては県の専門性を活かし、職員派遣による技術指導、市町

の人材育成の視点による支援を充実することを検討すべきである。 

 

エ 危機管理機能 

 

(ｱ) 基本的な考え方 

この機能については、油や危険物の流出事故、鳥インフルエンザ、コイヘルペ

ス対策、硫化水素自殺への対応等有効に機能した事例があり、また、今後も起こ

りうる危機管理事案に迅速かつ的確に対応することが必要である。 

     現在の局長をトップとする総合地方機関としての形態においては、指揮命令系

統も明確で、比較的有効に危機管理機能は働いている。一方、単独機関化した場

合は事案等に応じて次のように整理できる。 

    ◎ 大規模自然災害等危機管理局所管事案 

関係機関の長による地方本部体制を編成すれば対応できるが、統括部署、

リーダーが必要となる。 

      ◎ 各部局所管事案 

        担当部局がその都度異なり、迅速、統一的な対応に懸念がある。 

◎ 平常時 

指定機関が対応するが、効果的な防災施策の推進には疑問が残る。 

     

   (ｲ) 市町意見 

     市町からは、災害発生時など非常時の迅速な現地対応や平常時の状況確認には

振興局等の役割が重要であり、地域の実情を熟知し、即座に対応できる県の専門

職員の配置が必要であるという意見、危機管理は本庁対応では遅く現場に近いと

ころで担うべきであり、現状でも十分とはいえないとの意見等があった。 

 

   (ｳ) 機能のあり方 

   総合地方機関の形態を見直し、単独機関化した場合でも、中心となる機関を置

くことで対応が可能といえるが、各部局所管事案の場合、対象事案により担当機

関が異なり迅速かつ総合的な対応が懸念されることから、実効性のある危機管理

体制の構築を検討する必要がある。なお、危機管理の現場のエリアは現在のエリ

アから広域化することには情報収集、初期対応に時間が必要となるなど問題が多

い。 

 

オ 行政サービス提供機能 

       

   (ｱ) 基本的な考え方 

     行政サービス提供は基本的に現地で行う必要があり、また、危機管理の面から

も、迅速な情報収集とともに現地における初期対応を図ることが必要であること

から、サービス提供のための現地事務所としての機能を存置することを基本とし

て考えるべきである。 

さらに、市町村合併の進展に伴い、市町の行政能力が向上し、県に対して求め

られる広域的、専門的な役割は今後高度化していくと考えられることから、こう
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した役割を果たしていくために、各行政分野における専門性を一層向上させてい

かなければならない。 

 

(ｲ) 市町意見 

市町からは、税務、健康福祉、環境、森林、農業、土木等の各行政分野のいず

れも現地でのサービスの低下は避けることが基本であり、特に専門性が求められ

る行政分野においては、現状の維持が大切であるとする意見が多い。 

 

    (ｳ) 機能のあり方 

     県としては、現下の厳しい行財政状況のもと、効率的な行政運営とともに一層

のスリム化を図っていかなければならない。また一方で、サービス提供だけでな

く、各地域における危機管理機能の向上や、医療などの県民の安全と暮らしを守

る重要課題に対応するなど充実を図っていくことが求められている。 

こうしたことから、今後、それぞれの行政需要や行政客体の状況に応じて、業

務の集中化や運営体制の拠点化、あるいは単独機関化などにより、各行政分野ご

とに最適な行政サービスの提供体制とすることが必要である。 

 

(2) 総合地方機関の組織のあり方 

   現在の振興局、地域振興局、県事務所の形態での機関は、総合調整機能および危機

管理機能については有効に機能を発揮する場面もあるが、これらの機能の発揮は、必

ずしも総合地方機関の形態でなければならないものではない。一方で、市町には、こ

れらの機能を十分に発揮するには現状では不十分であるとする意見もある。 

   また、行政サービス提供機能では、行政分野ごとに課題や行政客体が異なることか

ら、それぞれの対応のために必要となる専門性の確保やサービス提供の最適な方法も

異なり、現在のように各機関が一定程度同等の機能を有する総合地方機関の形態は、

見直しを図らざるを得ない。 

   今後、各地域において効率的に行政サービスの提供を行いつつ、総合調整機能、危

機管理機能を維持していくことが必要であり、現在の総合地方機関の形態にとらわれ

ずに、各行政分野ごとの最適なサービス提供の形態を構築しつつ、総合調整機能、危

機管理機能を発揮できる新たな体制や仕組みを検討していく必要がある。 

 

(3) 各行政分野のサービス提供区域のあり方 

  市町合併、地方分権の進展により、県の果たすべき役割は、市町では担うことので

きない高度で専門的な行政サービスを提供することを基本として役割分担を図らなけ

ればならない。 

   さらに、こうした行政サービスは効率的・効果的に提供していくことが求められる

ため、各行政分野ごとにそれぞれの地域の行政需要や行政客体を十分踏まえて、行政

分野によっては単独機関化も視野に入れながら各サービス提供区域を見直すことが必

要である。 
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１ 総合地方機関の現状と課題について

①県・市町の役割分担

県道は県、市町道は市町と、道路管理の面で県と市町の役割は一定、分担されてい

るものの、総体として本庁・振興局等を合わせた県と市町の間で、そもそも役割分担

が明確でないところがあり、重複・類似する施策・事務事業がある。県と市町の役割

を明確にするとともに、県と市町の協働体制を確立することが必要である。

なお、県と市町の役割分担について、度が過ぎると無責任になる。県と市町で重複

する部分を残し、重複する部分については、専門性を持つ県と現場をよく知っている

市町がパートナーとして補完し合うことも検討されるべきとの意見もある。

②本庁・振興局等の役割の明確化

県庁の分権化を進め、地域のことは地域で責任を持って、機動的、総合的に対応す

ることを目指し、「ミニ県庁」として振興局等が設置されているが、実態は制度的・

予算的にもミニ県庁とは言えないのではないか。

振興局等の権限が弱いため、サービス提供や危機管理などの部門を除き必要性は少

なく、特に総務的部門は県庁の出先的な機能しかなく必要性は少ないのではないか。

振興局等に言えば本庁の仕事だと言われ、本庁に言えば振興局等の仕事だと言われ

たり、振興局等ではなかなか結論が出せないことが多い。本庁と振興局等の役割分担

やどのように連携をとり合っているのかが分かりにくい。各地域において振興局等が

主体的に事務を行うためには、本庁と振興局等の役割を明確にするとともに、本庁か

ら振興局等への実質的な権限移譲、事務委任を進めるべきである。

③振興局等の専門知識の活用

振興局等では専門的な見地から、現場において市町に助言等が行われている。県職

員の専門性を評価するところであり、振興局等における県職員の専門性の活かし方、

人的活用を考えるべき。

なお、県が高度な専門性を持つとの認識から、町を中心にいくつかの市町では振興

局等の存在は大きいとの思いがある。

④振興局等の組織、機能

振興局等では、複数の部課が一箇所に集まっていることから、分かりやすく、便利

であるが、一部において、振興局等や振興局等の課の事務分掌が住民には分かりにく

いところがある。

一方で、振興局等は、住民にとって県行政を身近に感じるところであり、気軽に相

談できる機関である。地域の実情をよく理解したうえで専門性を活かした助言をいた

だいている。

振興局等では、県土発展や住民サービスの観点から圏域内の均衡を保持する役割を

果たしている。一方で、市町の振興発展の観点からは、県の広域的、専門的な広域自

治体としてのリーダーシップの発揮が期待されるが、地域の特性への対応が図られて
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おらず、振興局等のビジョンが見えてこない状況である。

なお、総合地方機関の現状と課題を市町別に分けて整理すると、市の意見としては、

広域的な課題に対する調整など総合地方機関としてのリーダーシップに着目する意見

が多く、現在の総合地方機関の役割を評価し、見直しに反映すべきとされている。一

方、町の意見としては、行政の執行面からの課題に対する助言など補完機能に着目す

る意見が多く、住民にとっての総合地方機関の役割を整理すべきとされている。

また、地域別に整理すると、総合調整機能を有する南部振興局や湖東地域振興局の

管内では本庁と振興局等との二重行政、役割分担が不明確、権限移譲が中途半端など

本庁と振興局等の関係に着目する意見が多い。高島県事務所の管内では圏域振興に着

目する意見、甲賀県事務所や東近江・湖北地域振興局の管内では、県（県職員）の専

門性に着目する意見が多かった。

２ 現在の総合地方機関に対する評価について

（１）地域経営機能について

振興局等に対しては、圏域内の総合的な地域経営体として、圏域における地域振興

を強く期待するが、振興局等における圏域ごとの地域振興ビジョンがないため、地域

の特性を活かすような地域振興や、市町や住民の立場に立っての県市町が一体となっ

た地域振興は、一部の事例で見られるものの全体として十分行われているとは言い難

い。

管内のビジョンや方向性等を示し、地域全体を捉えた活性化策を展開するとともに

地域経営におけるリーダーシップを発揮することが求められる。

圏域振興には、県域の実情を把握し、圏域ごとの県政推進の役割を担う振興局等と

市町との連携・調整が重要である。振興局等は本庁との間を取り持つところでもあり、

市町に対する広域的、専門的な視点での支援や、情報提供、市町と県との調整連携等、

圏域の調整を期待する。

なお、地域振興や地域経営は市町が主体的に行い、振興局等は市町の計画を把握し、

取りまとめることに加え、それをもとに地域全体を捉えた活性化策を行うことが必要

との意見がある一方で、県内一律に圏域ごとの振興局等による地域経営の必要性には

疑義を持ちつつも、地域の実情に応じた重点的な地域経営も考えられるべきとの意見

もあった。

市町別に整理すると、あまり大差はないが、地域別に整理すると南部振興局の管内、

東近江・湖東地域振興局の管内では広域的な観点から振興局等のリーダーシップが必

要との意見が多くなり、高島県事務所管内では県の地方機関による重点的な地域経営

を必要とする意見、湖北地域振興局の管内では圏域を越えた市町間の調整も必要との

意見が多い。また、地域によっては、行政組合が地域経営の調整機能を果たしている
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現状から、行政組合に対する県職員の派遣など、行政組合の機能強化が必要との意見

もあった。

（２）総合調整機能について

本庁の複数課にまたがる事務について、振興局等なら一箇所で助言してもらえると

いう側面があるが、本庁の縦割行政がそのまま地方機関にあり、複数の部課にまたが

る事務の調整機能が働いているか疑問もある。

振興局等における総合調整機能はほとんど機能していないので振興局等の必要性は

低いとする意見や、各セクションの業務が専門化しているので、振興局等に調整機能

まで期待するのは無理とする意見もあった。

また、市町優先の原則や補完性の原理から、例えば、ニート対策・引きこもりなど

市町の個別の課題に対し、振興局等に広域的な観点での補完性は感じられないとの意

見もあった。

県の整理では、総合調整機能を部局横断的、機動的な対応を行うための調整機能と

しているが、市町から振興局等を見るとき、振興局等としての圏域内市町間の総合的

な調整という側面がある。

市町別に整理すると、市の意見の中には、管内市町間の調整機能があるとは言い難

いとする意見があるのに対し、町の意見としては、同機能により各市町間のプラスに

なっている部分が多くあるなど、肯定的な意見が多い。また、市の意見の中には、隣

接県との交流促進、調整の必要があるとの意見もあった。

振興局等が総合調整機能として、部局横断の調整や市町間の調整といった機能を発

揮するためには、それにふさわしい体制、本庁からの実質的な権限移譲が必要である。

なお、振興局等が総合調整機能を担わない場合には、市町間の総合的な調整は本庁

で一括対応することとし、その窓口を明確にすべきであるとの意見もあった。

地域別に整理すると、全体的に大差はないものの、高島県事務所や湖北地域振興局

の管内では、振興局等による積極的な総合調整機能の発揮を期待する意見が多い。

（３）市町への支援機能について

市町合併等により、総体として市町の健全な行財政システムの構築能力や政策立案

能力が向上していることから、市町への支援に対する期待は低下してきている。

そうした中にあって、相談には親切に対応してもらっているが、市町における政策

立案の補完・助言や市町合併推進支援における予算面での配慮がないと感じられる。

市町への支援というより、本来、振興局等で行うべき事務を市町へ押しつけている

のではないかと感じることがある。また、財政部門における振興局等の役割が見えに

くい。

基礎自治体としての体制が整っていない市町に対する専門性や体制整備への支援が
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必要である。市町への支援としては、市町合併など一定の分野での支援、地域の実情

に合わせた細やかな助言、情報提供や政策への助言等が必要である。また、権限移譲

が進む一方で、集中改革プラン等の実施により職員定数の削減に取り組んでいる実態

から、専門性の高い分野での県職員の派遣、人事交流などの支援も考えられる。

国から市町に対して直接、照会される事業も増えていることから、県の支援のあり

方を再構築する必要があるという意見もあった。

市町別に整理すると、市町ともに県職員の派遣など人的支援の必要性に触れられて

いる。市では専門的分野における専門職員育成の観点から、町では専門職員を即戦力

とする観点から、それぞれ人的支援に対する意見が多い。

地域別には、特に大きな差は見られない。

（４）危機管理機能について

災害への警戒・災害発生時における振興局等と市町の連携体制が有効に機能してい

るのか、夜間や休日の緊急対応が徹底しているのか疑問がある。

災害等の発生時には、広域的な連携とその統制が必要であり、振興局等の対応、指

揮の仕方を明確にする必要がある。

また、情報収集機能と機動性や素早い対応が求められるため、本庁対応では遅くな

る。そのため危機管理は、現地に近いところで担うべきものであるが、現状でも十分

とは言いがたい。

なお、情報システムが整えられているので、振興局等が危機管理機能をもつ必要はな

いという意見もあった。

災害発生時など非常時の迅速な現場対応や平常時の状況確認には、身近な振興局等

の役割が重要であり、地域の事情を熟知し、即座に対応できる県の専門職員の配置が

必要である。

また、被害が広範囲に及ぶ場合、本庁、市町間、あるいは医師会などの広域的団体

・組織との連絡調整などの機能が振興局等に求められるとともに、県が管理する道路

や河川への対応のために現場に近い振興局等があるべきで、保健所や建設管理部等の

充実・強化を図る必要がある。

市町別、地域別には、意見に大差はなかった。

（５）サービス提供機能について

住民は振興局等の機能より、住民サービスに関心がある。振興局等で行われるサー

ビスの低下は避けるということが基本である。

税務・健康福祉・環境・森林・農業・土木行政など専門性が求められる行政分野に

おいては、現状の維持が大切であると考える。

県と市町の役割の整理、市町への権限移譲が単に県の地方機関の肩代わりを求める
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ものならば、県と市町の信頼関係を損なう、振興局等で最終的な判断がされないもの

は、振興局等の業務から省いても良い、身近なところに県の機関が必要、地域振興機

能や福祉機能（精神の関連は除く）の縮小は市町としてそう大きく影響はないなど、

各市町の実情に応じて、様々な意見がある。

①税務行政

県職員の専門性は高く、実際に徴税事務では市町に駐在して取り組んでもらってい

る。多くの住民に直結する不動産取得税、自動車税等のサービス低下は避けるべきで

あり、住民に密着した業務・サービスの提供の部分に関しては存続を図るべきである。

②健康福祉行政

市町では、保健・福祉の専門職員の確保が難しく、保健所等の支援や連携によりサ

ービスを提供している。特に、保健所機能は専門性が高く、振興局等の保健所におけ

る広域調整機能、精神障害者緊急対応、難病主管部所としてや複雑困難なケースの市

町支援等において必要な機能である。

また、障害福祉は、圏域事業としての取組に依存しており、振興局等が廃止される

と、サービス提供ができなくなることや広域調整が市町に転嫁されることを危惧する

という意見や、振興局等と市町がそれぞれ福祉事務所を有しており、住民からは福祉

の分野で振興局等が何を担っているのか見えにくいところがあるとの意見もあった。

③環境行政

環境行政では市町と役割分担が明確であることから、住民への対応がスムーズに行

えているが、水質汚濁および土壌汚染に関して公害が発生した場合、監督権限は県に

あり、現地に最も近いところで迅速な対応が図られるようにすべきである。

化学に関する専門知識を持った専門職員による指導、有害鳥獣対策における専門的、

技術的な県の支援が必要との意見もあった。

④農業行政

農業技術の普及で専門的職員による現場指導、特に専門職員の派遣を評価している。

農産物生産向上のため、住民にとって身近な位置にある、地方機関による県の技術

指導や支援は欠かすことができないものとなっている。

⑤土木行政

県直轄事業における県の専門性を活かした取組をはじめ、土木行政の許認可事務、

市町との連携、調整、専門的な助言など県職員の専門性を評価する。また、民間開発

工事完了検査においては立会いの協力をいただいている。

なお、都市計画法開発許可等に関する権限は平成21年度より市に移行となるが、建

築主事を置いていないので、建築行政としては現場事務所としての建設管理部の必要

性が高いとの意見や、許認可業務、県道の維持、雪寒対策について連携の充実が必要、
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開発事務の権限移譲に備え事務体制を整備中であるが、特定行政庁に関しては県に事

務が残り、本庁対応となると住民サービス、利便性の低下は大きいとの意見もあった。

３ 県が総合地方機関の見直しを行う際に市町として期待すること、考慮してほしいこと

について

①振興局等の役割、県庁との役割分担

総合地方機関の見直しを行う際には、県と市町の新たな役割分担を十分議論したう

えで、振興局等の役割を整理して検討すべきである。県庁・振興局等・市町で重複し

ている部分は、組織のスリム化、事務の簡素化の視点から検討を進めることを期待す

る。一方で、振興局等は、連絡・窓口機能、軽易なハード事業機能のみでもよいとす

る意見もあった。

県庁と振興局等の責任のありかや役割分担が曖昧であり、分かりやすくすることが

求められる。その際には、県庁から振興局等に権限移譲、事務の委任を進め、身近な

振興局等で行政手続等が済むようにしてほしい。

②県の専門性の活用

総合地方機関の見直しの方向は、各圏域において県が有する専門性が低下すること

にならないようにすべきである。県職員の専門的なサポートと組織としての調整機能

が発揮される体制を考えるとともに、問題発生時において即時に対応が可能となる人

員確保、指導体制の確立を考えてほしい。

なお、県の専門性の活用の観点から、事業分野の組織、体制は存続し、事務的分野

については合理化が必要との意見や、各行政分野ごとに単独の事務所化を図るべきと

の意見もあった。

③小規模町や本庁との距離への配慮

総合地方機関の見直しにあたっては、小規模町への配慮や本庁との距離を考慮すべ

きである。行財政規模が小さい町にとっては、現在の振興局等が行う圏域振興や圏域

における調整機能は欠かすことができないものとなっている。同様に、本庁からの距

離にも配慮されるべきである。

④見直しにあたっての要望

今回の見直しにあたっては、まず現在の振興局等の役割を評価し、そのうえで議論

を進めることが必要である。見直しの視点の一つとして、住民にとっての振興局等の

役割を整理する必要があると考える。

見直しに対しては、県全域にわたる一律的な見直しではなく、地域事情や地域特性

を把握し、地域における将来の方向性や県全体として均衡ある発展につながるような

見直しを期待する。

さらに、総合地方機関の見直しの中、あるいは見直しを踏まえて、市町へ事務の権
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限移譲が検討される場合には、県職員の支援や市町への派遣だけではすでに困難な状

況にあり、人的、財政的支援が必要である。振興局等の廃止を検討する場合には、安

直に市町に事務移管することがないようにお願いする。

こうした考えの下、現場を管理する行政分野や非常時の対応、住民が訪れる窓口機

関は、県として現場に近いところで対応を図るべきこと、振興局等の機能を強化し、

圏域内の各市町間を総合調整できる組織とすること、市町と国の関係が変化するなか、

市町の区域を越えた広いエリアを視点とした施策展開や、情報発信機能や県全体の広

域調整機能を強化すべきなどの意見があった。

また、地域間の格差是正の観点から平成17年4月以前の状態に戻すべく、地域振興

局の設置を望む意見や道州制を視野に入れ、県庁機能の分散、分庁方式化を検討すべ

きとの意見もあった。

この他、市町合併をしていないところと、したところで行政運営に差を付けないこ

と、誰でも分かる組織とすること、差別事件等が発生した場合、本庁に集約された場

合でもこれまでどおりの体制、協力をすること、（仮称）高島行政センターの整備構

想に係る検討をお願いするとの意見もあった。

４ その他意見

今回、総合地方機関の見直しに際し、県は市町から振興局等の現状・課題、その評

価、要望事項等について意見聴取が行われているが、振興局等の現状や課題について

は、県において評価、検証し、各市町の意見や要望を十分に踏まえて、見直し案を示

してほしい。

さらに、市町の意見を聴くだけに終わらないようにするとともに、見直しの目的を

明確にし、今後の県、市町の役割分担や行政の方向性なども含めて住民に説明するこ

とが必要である。
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あ
り
人
材
豊
富
な
湖
南
・
湖
東
地
域
に
振
興
局
の
設
置
が
必
要
か
？
課
題
を
抱
え
る
湖
西
・
湖
北
地
域
ほ
ど
重
点
的
な
地
域
経
営
が
必
要
で
あ
る
。

○
障
害
福
祉
は
、
圏
域
事
業
と
し
て
取
組
む
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
る
。
振
興
局
が
廃
止
さ
れ
る
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
障
害
者
自
立
支
援
法

で
県
の
責
務
と
明
示
さ
れ
て
い
る
広
域
調
整
が
市
町
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

求
め
る
地
域
経
営
機
能

○
地
域
経
営
の
観
点
か
ら
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
た
い
。

○
振
興
局
で
管
内
の
方
向
性
等
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
広
域
で
の
地
域
振
興
を
推
進
す
る
に
は
県
振
興
局
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

○
広
域
的
専
門
的
視
点
で
連
携
・
調
整
・
情
報
提
供
等
の
支
援
を
す
べ
き
。

○
圏
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
振
興
局
と
の
連
携
も
必
要
。

○
圏
域
の
発
展
、
向
上
に
調
整
機
能
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

○
圏
域
を
越
え
る
市
町
間
調
整
や
国
と
の
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

現
状
・
課
題

○
ミ
ニ
県
庁
と
し
て
総
合
調
整
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。

○
複
数
の
部
課
に
ま
た
が
る
事
務
の
調
整
機
能
が
働
い
て
い
な
い
。

○
総
合
調
整
機
能
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
の
で
振
興
局
の
必
要
性
が
低
い
。

○
本
庁
の
縦
割
り
が
そ
の
ま
ま
地
方
機
関
に
も
あ
り
、
総
合
調
整
が
十
分
機
能
し
て
い
な
い
。

○
本
庁
で
複
数
課
に
ま
た
が
る
事
務
を
一
カ
所
で
助
言
し
て
も
ら
え
る
。

○
振
興
局
に
管
内
市
町
間
の
調
整
機
能
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

○
圏
域
で
の
総
合
調
整
機
能
に
よ
り
、
各
市
町
間
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
多
く
あ
る
。

○
隣
接
県
と
の
交
流
促
進
、
調
整
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

○
地
域
経
営
・
総
合
調
整
機
能
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
判
断
を
本
庁
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

○
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
業
務
が
専
門
化
し
て
い
る
の
で
、
調
整
機
能
ま
で
期
待
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。

○
調
整
機
能
や
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
と
し
て
県
の
役
割
は
大
き
い
。

求
め
る
総
合
調
整
機
能

○
総
合
調
整
機
能
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

○
総
合
調
整
機
能
は
県
庁
内
で
一
括
対
応
さ
れ
、
窓
口
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

○
総
合
調
整
機
能
よ
り
、
圏
域
の
課
題
に
応
じ
て
軽
重
が
あ
る
柔
軟
な
組
織
と
す
る
の
が
よ
い
。

○
本
庁
の
関
係
部
局
を
回
ら
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
調
整
機
能
や
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

○
市
町
間
の
調
整
機
能
が
必
要
で
あ
る
。

○
市
町
と
の
調
整
や
指
導
に
期
待
す
る
。

○
地
方
機
関
へ
の
実
質
的
権
限
移
譲
を
進
め
る
べ
き
。

２ ( １ ) 地 域 経 営 機 能 に つ い て ( ２ ) 総 合 調 整 機 能 に つ い て
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市
　
　
　
　
　
町
　
　
　
　
 
　
の
　
　
　
　
　
意
　
　
　
　
　
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め

資
料
１

現
状
・
課
題

○
市
の
健
全
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
能
力
や
政
策
立
案
能
力
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
支
援
機
能
へ
の
期
待
は
減
少
し
て
い
る
。

○
市
町
支
援
の
考
え
方
に
も
相
違
が
あ
る
。

○
支
援
と
い
う
よ
り
本
来
振
興
局
で
行
う
事
務
の
押
し
つ
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

○
政
策
立
案
の
補
完
お
よ
び
助
言
の
機
能
な
ら
び
に
市
町
合
併
の
推
進
支
援
機
能
等
に
併
せ
た
予
算
的
な
配
慮
が
な
い
。

○
財
政
部
門
の
地
域
振
興
局
の
役
割
が
見
え
に
く
い
。

○
相
談
に
は
親
切
に
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

求
め
る
市
町
へ
の
支
援
機
能

○
基
礎
自
治
体
と
し
て
専
門
的
な
知
識
や
体
制
整
備
に
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

○
権
限
移
譲
が
進
む
な
か
、
町
が
完
全
に
自
立
で
き
る
よ
う
県
職
員
の
派
遣
な
ど
の
支
援
体
制
を
望
む
。

○
支
援
は
市
町
合
併
な
ど
一
定
の
分
野
で
よ
い
。

○
専
門
的
分
野
で
は
県
か
ら
派
遣
に
よ
る
専
門
職
員
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

○
県
は
職
員
削
減
を
進
め
て
い
る
が
、
町
に
対
し
専
門
職
員
の
派
遣
（
併
任
）
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

○
専
門
的
人
材
の
有
効
利
用
の
た
め
、
人
事
交
流
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

○
国
か
ら
直
接
の
事
業
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
県
の
役
割
を
再
構
築
し
支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
指
導
・
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

○
身
近
に
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が
必
要
で
あ
る
。

○
情
報
の
提
供
、
政
策
の
助
言
な
ど
お
願
い
し
た
い
。

( ３ ) 市 町 へ の 支 援 機 能 に つ い て
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市
　
　
　
　
　
町
　
　
　
　
 
　
の
　
　
　
　
　
意
　
　
　
　
　
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め

資
料
１

現
状
・
課
題

○
地
域
振
興
局
と
市
の
連
携
体
制
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
疑
問
が
あ
る
。

○
災
害
等
発
生
時
に
は
、
広
域
的
な
連
携
と
そ
の
統
制
が
必
要
で
あ
り
、
振
興
局
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

○
災
害
へ
の
警
戒
・
災
害
発
生
時
の
市
と
の
連
携
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

○
現
地
に
近
い
と
こ
ろ
で
担
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
状
で
も
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。

○
情
報
収
集
機
能
と
機
動
性
や
素
早
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
本
庁
対
応
で
は
遅
く
な
る
。

○
振
興
局
の
対
応
、
指
揮
の
仕
方
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
情
報
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
振
興
局
に
こ
の
機
能
を
も
つ
必
要
は
な
い
。

○
夜
間
や
休
日
の
緊
急
対
応
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

求
め
る
危
機
管
理
機
能

○
管
内
市
町
の
危
機
管
理
体
制
な
ど
の
調
整
機
能
を
果
た
す
べ
き
。

○
振
興
局
が
情
報
等
の
集
約
機
関
と
し
て
役
割
を
扱
う
体
制
が
必
要
。

○
情
報
収
集
や
初
期
対
応
、
平
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
近
く
に
県
の
機
関
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

○
迅
速
な
現
場
対
応
、
常
時
現
地
の
状
況
確
認
か
ら
、
身
近
な
振
興
局
・
県
事
務
所
の
役
割
が
重
要
と
な
る
。

○
管
理
瑕
疵
を
問
わ
れ
な
い
よ
う
対
応
す
る
た
め
に
も
、
管
理
者
が
道
路
や
河
川
の
近
く
に
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
人
的
対
応
と
時
間
、
距
離
等
の
物
理
的
な
対
応
が
で
き
る
体
制
が
肝
要
。

○
災
害
時
の
対
応
や
市
町
へ
の
支
援
は
重
要
。

○
地
域
の
事
情
を
熟
知
し
、
即
座
に
対
応
で
き
る
県
の
専
門
職
員
の
配
置
が
地
域
に
必
要
で
あ
る
。

○
災
害
が
発
生
す
れ
ば
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
保
健
所
を
中
心
に
危
機
管
理
機
能
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

○
災
害
時
の
広
域
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
団
体
・
組
織
の
調
整
を
願
い
た
い
。

○
平
常
時
か
ら
の
防
災
や
減
災
に
つ
い
て
共
同
体
制
が
必
要
と
考
え
る
。

○
現
場
と
本
庁
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

○
風
水
害
対
策
に
つ
い
て
建
設
管
理
部
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

( ４ ) 危 機 管 理 機 能 に つ い て
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市
　
　
　
　
　
町
　
　
　
　
 
　
の
　
　
　
　
　
意
　
　
　
　
　
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め

資
料
１

○
市
町
へ
の
権
限
移
譲
が
単
に
市
町
に
県
の
地
方
機
関
の
肩
代
わ
り
な
ら
ば
、
県
と
市
町
の
信
頼
関
係
を
損
な
う
。

○
振
興
局
で
最
終
的
な
判
断
は
さ
れ
な
い
も
の
は
、
振
興
局
業
務
か
ら
省
い
て
も
良
い
。

○
身
近
な
と
こ
ろ
に
県
の
機
関
が
必
要
。

○
県
民
す
べ
て
に
及
ぶ
も
の
は
県
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能
は
県
民
に
と
っ
て
身
近
な
場
所
に
必
要
で
あ
り
、
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
よ
う
な
再
編
は
問
題
。

○
県
が
直
接
、
県
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
少
な
い
。

○
住
民
へ
の
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
望
ま
な
い
。

○
実
施
主
体
が
県
か
市
町
か
の
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

○
専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
職
務
は
、
住
民
に
対
し
て
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
困
難
。

○
県
職
員
の
専
門
性
を
活
か
し
た
手
厚
い
県
民
サ
ー
ビ
ス
が
迅
速
に
的
確
に
行
え
る
場
で
あ
る
。

○
税
務
・
保
健
・
福
祉
・
環
境
・
森
林
・
農
業
・
土
木
行
政
に
関
し
て
専
門
性
の
機
能
が
低
下
す
る
見
直
し
は
混
乱
を
招
く
か
な
い
よ
う
機
能
を
維
持
さ
れ
た
い
。

○
地
域
振
興
機
能
や
福
祉
機
能
（
精
神
の
関
連
は
除
く
）
の
縮
小
は
市
と
し
て
そ
う
大
き
く
影
響
は
な
い
。

（
税
務
行
政
）

○
県
税
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
県
道
等
の
公
物
管
理
な
ど
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
強
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

○
住
民
関
連
で
、
不
動
産
取
得
税
、
自
動
車
税
等
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
避
け
る
よ
う
に
。

○
県
職
員
の
専
門
性
も
高
く
、
実
際
に
徴
税
で
は
駐
在
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
税
に
関
し
県
民
に
密
着
し
た
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
部
分
に
関
し
て
は
存
続
を
。

（
健
康
福
祉
行
政
）

○
振
興
局
と
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
事
務
所
を
有
し
て
い
る
。

○
住
民
か
ら
は
、
保
健
福
祉
の
分
野
で
振
興
局
が
何
を
担
っ
て
い
る
の
か
見
え
に
く
い
。

○
専
門
性
の
高
い
保
健
所
は
残
し
て
ほ
し
い
。

○
保
健
所
機
能
は
広
域
調
整
機
能
、
精
神
障
害
者
緊
急
対
応
、
難
病
主
管
部
所
と
し
て
や
複
雑
困
難
な
ケ
ー
ス
の
市
町
支
援
等
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
。

○
保
健
・
福
祉
の
専
門
職
員
の
確
保
が
難
し
く
、
保
健
所
等
の
支
援
や
連
携
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

○
福
祉
事
務
所
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
の
な
い
よ
う
考
え
て
ほ
し
い
。

○
障
害
福
祉
は
、
圏
域
事
業
と
し
て
取
組
む
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
る
。
振
興
局
が
廃
止
さ
れ
る
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
障
害
者
自
立
支
援
法
で

県
の
責
務
と
明
示
さ
れ
て
い
る
広
域
調
整
が
市
町
に
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

○
県
介
護
給
付
適
正
化
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
に
も
県
事
務
所
や
専
門
職
員
は
欠
か
せ
な
い
。

（
環
境
行
政
）

○
環
境
行
政
で
は
市
町
と
役
割
分
担
が
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
へ
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
て
い
る
。

○
水
質
汚
濁
お
よ
び
土
壌
汚
染
に
関
し
て
公
害
が
発
生
し
た
場
合
、
監
督
権
限
は
県
に
あ
り
、
現
地
に
最
も
近
い
県
事
務
所
で
の
迅
速
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。

○
化
学
に
関
す
る
専
門
知
識
を
持
っ
た
専
門
職
員
に
よ
る
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、
専
門
的
、
技
術
的
な
部
分
で
県
に
支
援
願
い
た
い
。
（
農
業
行
政
）

○
農
産
物
生
産
向
上
の
た
め
、
県
民
に
身
近
な
位
置
に
あ
る
地
方
機
関
に
お
け
る
県
の
技
術
指
導
や
支
援
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

○
指
導
、
情
報
提
供
や
近
隣
市
町
と
の
連
携
な
ど
、
身
近
に
あ
る
こ
と
で
大
き
な
安
心
感
や
信
頼
感
が
あ
る
。

○
農
業
技
術
の
普
及
で
専
門
的
職
員
に
よ
る
現
場
指
導
を
評
価
し
て
い
る
。

○
地
域
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
対
応
い
た
だ
き
た
い
。
（
土
木
行
政
）

○
民
間
開
発
工
事
完
了
検
査
に
は
、
立
会
い
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

○
都
市
計
画
法
開
発
許
可
等
に
関
す
る
権
限
は
2
1
年
度
よ
り
市
に
移
行
と
な
る
が
建
築
主
事
を
置
い
て
い
な
い
。
建
築
行
政
と
し
て
は
必
要
性
が
高
い
。

○
許
認
可
業
務
、
県
道
の
維
持
、
雪
寒
対
策
に
つ
い
て
連
携
の
充
実
が
必
要
。

( ５ ) サ ー ビ ス 提 供 機 能 に つ い て
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市
　
　
　
　
　
町
　
　
　
　
 
　
の
　
　
　
　
　
意
　
　
　
　
　
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め

資
料
１

○
県
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、
専
門
性
を
活
か
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○
開
発
事
務
の
権
限
移
譲
に
備
え
事
務
体
制
を
整
備
中
で
あ
る
。
特
定
行
政
庁
に
関
し
て
は
県
に
事
務
が
残
り
、
本
庁
対
応
と
な
る
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
利
便
性
の
低
下
は
大
き
い
。

○
土
木
行
政
の
許
認
可
事
務
、
市
町
と
連
携
、
調
整
、
専
門
的
な
助
言
な
ど
県
職
員
（
建
設
管
理
部
）
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

振
興
局
の
役
割
・
県
庁
と
の
役
割
分
担

○
県
庁
と
振
興
局
の
役
割
分
担
を
県
民
に
分
か
り
や
す
く
示
す
べ
き
。

○
県
と
市
町
の
新
た
な
役
割
分
担
を
十
分
な
議
論
の
上
で
再
構
築
す
る
。

○
県
庁
・
振
興
局
・
市
で
重
複
し
て
い
る
部
分
は
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
事
務
の
簡
素
化
を
お
願
い
し
た
い
。

○
振
興
局
は
、
連
絡
・
窓
口
機
能
、
軽
易
な
ハ
ー
ド
事
業
機
能
の
み
で
も
よ
い
。

○
本
庁
の
見
解
を
仰
が
な
く
て
よ
い
よ
う
振
興
局
へ
の
権
限
移
譲
が
必
要
。

県
の
専
門
性
の
活
用

○
県
職
員
の
専
門
的
な
指
導
と
調
整
機
能
体
制
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
問
題
発
生
時
に
お
け
る
即
時
対
応
可
能
な
振
興
局
の
人
員
確
保
と
指
導
体
制
を
確
立
し
て
ほ
し
い
。

○
各
行
政
分
野
ご
と
に
単
独
の
事
務
所
化
に
し
て
ほ
し
い
。

○
現
業
的
分
野
は
充
実
し
て
存
続
し
、
事
務
的
分
野
に
つ
い
て
は
合
理
化
が
必
要
。

小
規
模
町
と
本
庁
と
の
距
離
へ
の
配
慮

○
市
が
求
め
る
振
興
局
と
町
が
求
め
る
振
興
局
に
は
温
度
差
が
あ
る
の
で
、
小
規
模
町
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
願
う
。

○
小
規
模
町
へ
の
過
渡
的
な
経
過
措
置
が
必
要
。

○
小
規
模
町
の
事
情
、
本
庁
と
の
距
離
等
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望

○
一
律
的
な
見
直
し
で
な
く
、
地
域
の
実
情
や
地
域
特
性
等
を
考
慮
し
た
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

○
道
州
制
を
視
野
に
入
れ
、
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
、
県
庁
機
能
の
分
散
（
分
庁
方
式
も
含
め
て
）
を
念
頭
に
見
直
し
を
。

○
振
興
局
を
機
能
強
化
し
、
圏
域
内
の
各
市
町
間
を
総
合
調
整
で
き
る
組
織
と
し
て
ほ
し
い
。

○
市
町
と
国
の
関
係
が
変
化
す
る
な
か
、
県
全
体
の
広
域
調
整
機
能
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

○
市
町
の
区
域
を
越
え
た
広
い
エ
リ
ア
を
視
点
と
し
た
施
策
展
開
や
情
報
発
信
が
必
要
と
考
え
る
。

○
現
場
を
管
理
す
る
分
野
や
非
常
時
の
対
応
、
県
民
が
訪
れ
る
窓
口
機
関
は
、
近
く
に
置
い
て
ほ
し
い
。

○
地
域
振
興
と
格
差
是
正
の
観
点
か
ら
地
域
振
興
局
の
設
置
（
平
成
１
７
年
４
月
以
前
の
機
構
体
）
を
望
む
。

○
県
全
体
の
活
性
化
を
進
め
る
に
は
、
各
地
域
で
の
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

○
地
域
の
事
情
を
把
握
し
て
る
身
近
な
振
興
局
に
相
談
で
き
る
体
制
は
残
し
て
ほ
し
い
。

○
県
市
の
枠
を
乗
り
越
え
協
働
す
べ
き
事
項
が
多
数
あ
る
。

○
再
編
で
広
域
化
さ
れ
れ
ば
ス
ケ
ー
ル
デ
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
県
直
轄
事
業
に
つ
い
て
市
町
へ
の
権
限
移
譲
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

○
廃
止
に
な
っ
た
場
合
、
安
直
に
市
町
に
事
務
移
管
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

○
市
町
へ
事
務
の
権
限
移
譲
は
、
人
的
、
財
政
的
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

○
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、
県
職
員
の
支
援
や
市
町
へ
の
派
遣
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、
市
町
の
定
数
管
理
の
見
直
し
も
含
め
た
議
論
が
必
要
。

○
市
町
合
併
を
し
て
い
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
と
、
し
た
と
こ
ろ
で
行
政
運
営
に
差
を
付
け
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
な
、
県
で
い
て
ほ
し
い
。

○
誰
で
も
分
か
る
県
の
組
織
を
考
え
て
ほ
し
い
。

○
（
仮
称
）
高
島
行
政
セ
ン
タ
ー
の
整
備
構
想
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
を
願
い
た
い
。

○
差
別
事
件
等
が
発
生
し
た
場
合
、
本
庁
に
集
約
さ
れ
た
場
合
で
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
体
制
、
協
力
を
願
い
た
い
。

３ 総 合 地 方 機 関 の 見 直 し を 行 う 際 に 市 町 と し て 期 待 す る こ と 、 考 慮 し て ほ し い こ と（ ５ ）
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市
　
　
　
　
　
町
　
　
　
　
 
　
の
　
　
　
　
　
意
　
　
　
　
　
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め

資
料
１

そ
の
他

○
意
見
を
聴
く
だ
け
で
終
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○
振
興
局
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
評
価
、
検
証
し
、
各
市
町
の
意
見
や
要
望
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
見
直
し
案
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
見
直
し
の
目
的
を
明
確
に
し
、
今
後
の
県
、
市
町
の
役
割
分
担
や
行
政
の
方
向
性
な
ど
も
含
め
て
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
重
要
で
大
き
な
検
討
課
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
町
へ
の
意
見
照
会
等
の
期
間
が
短
す
ぎ
る
。

○
市
町
と
意
見
交
換
す
る
内
容
は
「
最
終
的
な
あ
り
方
」
で
あ
り
、
意
見
を
集
約
し
て
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
「
当
面
の
対
応
」
と
し
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
。

○
早
く
県
の
原
案
を
提
示
願
い
た
い
。

○
振
興
局
管
内
の
市
町
の
意
見
交
換
の
機
会
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

３ 総 合 地 方 機 関 の 見 直 し を 行 う 際 に 市 町 と し て 期 待 す る こ と 、 考 慮 し て ほ し い こ と
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市
の
意
見

町
の
意
見

○
県
と
市
町
の
役
割
分
担
が
明
確
で
な
く
、
重
複
・
類
似
が
あ
る
。

○
役
割
分
担
を
再
構
築
し
、
県
と
市
町
の
協
働
体
制
を
確
立
す
る
。

○
制
度
的
・
予
算
的
に
ミ
ニ
県
庁
と
は
言
え
な
い
。

○
部
局
に
よ
っ
て
本
庁
と
振
興
局
で
事
務
処
理
体
制
が
異
な
る
の
で
、
県
と
し
て
統
一
す

べ
き
で
あ
る
。

○
本
庁
と
県
事
務
所
と
の
連
携
、
役
割
分
担
が
、
分
か
り
に
く
い
。

○
本
庁
と
の
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
、
地
方
機
関
へ
の
実
質
的
権
限
移
譲
を
進
め
る
べ

き
。

○
地
域
振
興
局
独
自
の
権
限
か
弱
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
危
機
管
理
な
ど
の
部
門
を

除
き
必
要
性
は
少
な
い
。
特
に
総
務
部
門
は
県
庁
の
出
先
的
な
機
能
し
か
な
く
必
要
性
は

少
な
い
。

○
高
度
な
専
門
性
を
持
っ
て
お
り
、
市
に
指
導
・
助
言
を
し
て
い
る
。

○
専
門
的
な
見
地
か
ら
適
切
な
指
導
・
助
言
な
ど
、
振
興
局
の
存
在
は
大
き
い
。

○
複
数
の
部
署
が
一
箇
所
に
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
分
か
り
や
す
く
便
利
。

○
広
域
調
整
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
県
土
発
展
や
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
を
保
持
す
る
こ
と
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

○
地
域
特
性
へ
の
対
応
が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
振
興
局
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
こ
な
い
。

○
圏
域
振
興
に
は
振
興
局
と
市
町
と
の
連
携
が
重
要
。

○
本
庁
の
縦
割
り
が
そ
の
ま
ま
地
方
機
関
に
持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
総
合
調
整
が
十
分
機

能
し
て
い
な
い
。

○
市
町
と
県
と
の
調
整
連
携
等
に
お
い
て
期
待
が
大
き
い
。

○
住
民
に
身
近
で
、
本
庁
と
の
間
を
取
り
持
つ
と
こ
ろ
と
し
て
必
要
で
あ
る
（
配
置
も
現

状
ど
お
り
が
適
当
）
。

○
振
興
局
は
身
近
に
感
じ
る
県
行
政
で
あ
る
。

○
市
町
の
振
興
発
展
を
広
域
的
、
専
門
的
な
立
場
で
の
サ
ポ
ー
ト
、
圏
域
の
調
整
を
し
て

ほ
し
い
。

○
町
職
員
で
は
不
十
分
な
専
門
的
な
事
な
ど
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
で
き
る
。

○
圏
域
ご
と
に
県
政
推
進
の
役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

○
振
興
局
の
専
門
性
が
発
揮
で
き
る
体
制
、
人
事
異
動
が
な
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
。

○
本
庁
と
市
町
の
間
に
位
置
し
、
地
域
の
実
情
を
よ
く
知
っ
た
う
え
で
専
門
的
な
助
言
を

得
て
い
る
。

○
現
在
の
振
興
局
・
県
事
務
所
の
役
割
を
評
価
し
た
う
え
で
議
論
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

○
住
民
に
と
っ
て
の
振
興
局
の
役
割
を
整
理
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
市
町
別
】

本
庁
・
振
興
局
等
の
役
割
分
担
の
明
確
化

県
・
市
町
の
役
割
分
担
の
明
確
化

振
興
局
の
専
門
知
識
の
活
用

組
織
・
体
制

機
能
・
役
割

見
直
し
の
検
討
・
す
す
め
方

１ 総 合 地 方 機 関 の 現 状 と 課 題 に つ い て

○
振
興
局
・
県
事
務
所
機
能
が
失
わ
れ
る
と
圏
域
と
い
う
概
念
が
な
く
な
り
、
市
町
の
位

置
づ
け
が
２
６
市
町
分
の
１
の
存
在
に
な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
。

資
料
２
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市
の
意
見

町
の
意
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
市
町
別
】

資
料
２

○
市
町
や
住
民
の
立
場
に
た
ち
、
県
市
町
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
振
興
が
行
わ
れ
て
い
な

い
。

○
障
害
福
祉
は
、
圏
域
事
業
と
し
て
取
組
む
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
、
効
果

的
な
事
業
が
あ
る
。
障
害
者
自
立
支
援
法
に
広
域
調
整
は
県
の
責
務
と
明
示
さ
れ
て
お

り
、
振
興
局
が
廃
止
さ
れ
る
と
広
域
調
整
が
市
町
に
転
嫁
さ
れ
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い

る
。

○
地
域
経
営
の
観
点
か
ら
県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
た
い
。

○
振
興
局
で
管
内
の
方
向
性
等
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

○
広
域
で
の
地
域
振
興
を
推
進
す
る
に
は
県
振
興
局
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

○
県
は
広
域
的
専
門
的
視
点
で
連
携
・
調
整
・
情
報
提
供
等
の
支
援
を
す
べ
き
。

○
圏
域
を
越
え
る
市
町
間
調
整
や
国
と
の
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
圏
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
振
興
局
と
の
連
携
も
必
要
。

○
圏
域
の
発
展
、
向
上
に
調
整
機
能
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

○
ミ
ニ
県
庁
と
し
て
総
合
調
整
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。

○
複
数
の
部
課
に
ま
た
が
る
事
務
の
調
整
機
能
が
働
い
て
い
な
い
。

○
総
合
調
整
機
能
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
の
で
振
興
局
の
必
要
性
が
低
い
。

○
本
庁
で
複
数
課
に
ま
た
が
る
事
務
を
一
箇
所
で
助
言
し
て
も
ら
え
る
。

○
本
庁
の
縦
割
り
が
そ
の
ま
ま
地
方
機
関
に
も
あ
り
、
総
合
調
整
が
十
分
機
能
し
て
い
な

い
。

○
圏
域
で
の
総
合
調
整
機
能
に
よ
り
、
各
市
町
間
の
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
多
く

あ
る
。

○
振
興
局
に
管
内
市
町
間
の
調
整
機
能
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。

○
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
業
務
が
専
門
化
し
て
い
る
の
で
、
調
整
機
能
ま
で
期
待
す
る
の
は
無

理
で
あ
る
。

○
隣
接
県
と
の
交
流
促
進
、
調
整
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

○
調
整
機
能
や
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
と
し
て
県
の
役
割
は
大
き
い
。

○
地
域
経
営
・
総
合
調
整
機
能
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
判
断
を
本
庁
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

○
総
合
調
整
機
能
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
が
必
要
で
あ
る
。

○
総
合
調
整
機
能
は
県
庁
内
で
一
括
対
応
さ
れ
、
窓
口
を
明
確
に
さ
れ
た
い
。

○
総
合
調
整
機
能
よ
り
、
圏
域
の
課
題
に
応
じ
て
軽
重
が
あ
る
柔
軟
な
組
織
と
す
る
の
が

よ
い
。

○
市
町
と
の
調
整
や
指
導
に
期
待
す
る
。

○
本
庁
の
関
係
部
局
を
回
ら
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
調
整
機
能
や
仕
組
み
が
必
要
で
あ

る
。

○
市
町
間
の
調
整
機
能
が
必
要
で
あ
る
。

○
地
方
機
関
へ
の
実
質
的
権
限
移
譲
を
進
め
る
べ
き
。

現
状
・
課
題

○
行
政
組
合
が
地
域
経
営
の
調
整
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
で
、
行
政
組
合
に
県
職
員
を

派
遣
さ
れ
る
な
ど
機
能
強
化
を
望
む
。

２ ( １ ) 地 域 経 営 機 能 に つ い て ( ２ ) 総 合 調 整 機 能 に つ い て

○
振
興
局
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
た
め
、
市
町
の
地
域
の
特
性
を
活
か
す
地
域
振
興
が
で
き

て
い
な
い
。

○
地
域
振
興
や
地
域
経
営
は
市
が
主
体
的
に
行
い
、
県
は
市
町
の
計
画
を
把
握
、
取
り
ま

と
め
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
を
捉
え
た
活
性
化
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

○
財
政
力
も
あ
り
人
材
豊
富
な
湖
南
・
湖
東
地
域
に
振
興
局
の
設
置
が
必
要
か
？
課
題
を

抱
え
る
湖
西
・
湖
北
地
域
ほ
ど
重
点
的
な
地
域
経
営
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
・
課
題

求
め
る
地
域
経
営
機
能

求
め
る
総
合
調
整
機
能

○
障
害
福
祉
は
、
圏
域
事
業
と
し
て
の
取
り
組
み
に
依
存
し
て
お
り
、
振
興
局
が
廃
止
さ

れ
る
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
な
く
な
る
。
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市
の
意
見

町
の
意
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
市
町
別
】

資
料
２

○
相
談
に
は
親
切
に
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

○
市
町
支
援
の
考
え
方
に
も
相
違
が
あ
る
。

○
支
援
と
い
う
よ
り
本
来
振
興
局
で
行
う
事
務
の
押
し
つ
け
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

○
財
政
部
門
の
地
域
振
興
局
の
役
割
が
見
え
に
く
い
。

○
基
礎
自
治
体
と
し
て
専
門
的
な
知
識
や
体
制
整
備
に
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

○
権
限
移
譲
が
進
む
な
か
、
町
が
完
全
に
自
立
で
き
る
よ
う
県
職
員
の
派
遣
な
ど
の
支
援

体
制
を
望
む
。

○
支
援
は
市
町
合
併
な
ど
一
定
の
分
野
で
よ
い
。

○
県
は
職
員
削
減
を
進
め
て
い
る
が
、
町
に
対
し
専
門
職
員
の
派
遣
（
併
任
）
制
度
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

○
専
門
的
分
野
で
は
県
か
ら
派
遣
に
よ
る
専
門
職
員
の
育
成
が
必
要
で
あ
る
。

○
情
報
の
提
供
、
政
策
の
助
言
な
ど
お
願
い
し
た
い
。

○
専
門
的
人
材
の
有
効
利
用
の
た
め
、
人
事
交
流
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

○
国
か
ら
直
接
の
事
業
が
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
県
の
役
割
を
再
構
築
し
支
援
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

○
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
細
や
か
な
指
導
・
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

○
身
近
に
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が
必
要
で
あ
る
。

( ３ ) 市 町 へ の 支 援 機 能 に つ い て

現
状
・
課
題

○
市
の
健
全
な
行
財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
能
力
や
政
策
立
案
能
力
が
高
ま
っ
て
い
る
の

で
、
支
援
機
能
へ
の
期
待
は
減
少
し
て
い
る
。

○
政
策
立
案
の
補
完
お
よ
び
助
言
の
機
能
な
ら
び
に
市
町
合
併
の
推
進
支
援
機
能
等
に
併

せ
た
予
算
的
な
配
慮
が
な
い
。

求
め
る
市
町
へ
の
支
援
機
能
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市
の
意
見

町
の
意
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
市
町
別
】

資
料
２

○
地
域
振
興
局
と
市
の
連
携
体
制
が
有
効
に
機
能
し
て
い
る
か
疑
問
が
あ
る
。

○
災
害
等
発
生
時
に
は
、
広
域
的
な
連
携
と
そ
の
統
制
が
必
要
で
あ
り
、
振
興
局
の
役
割

は
重
要
で
あ
る
。

○
災
害
へ
の
警
戒
・
災
害
発
生
時
の
市
と
の
連
携
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

○
情
報
収
集
機
能
と
機
動
性
や
素
早
い
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
本
庁
対
応
で
は
遅
く
な

る
。

○
現
地
に
近
い
と
こ
ろ
で
担
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
現
状
で
も
十
分
と
は
言
い
が
た
い
。
○
情
報
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
振
興
局
に
こ
の
機
能
を
も
つ
必
要
は
な

い
。

○
振
興
局
の
対
応
、
指
揮
の
仕
方
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
夜
間
や
休
日
の
緊
急
対
応
が
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

○
管
内
市
町
の
危
機
管
理
体
制
な
ど
の
調
整
機
能
を
果
た
す
べ
き
。

○
振
興
局
が
情
報
等
の
集
約
機
関
と
し
て
役
割
を
扱
う
体
制
が
必
要
。

○
情
報
収
集
や
初
期
対
応
、
平
時
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
近
く
に
県
の
機
関
が
あ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

○
現
場
と
本
庁
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

○
風
水
害
対
策
に
つ
い
て
建
設
管
理
部
の
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。

○
人
的
対
応
と
時
間
、
距
離
等
物
理
的
な
対
応
が
で
き
る
体
制
が
肝
要
。

○
災
害
時
の
対
応
や
市
町
へ
の
支
援
は
重
要
。

○
地
域
の
事
情
を
熟
知
し
、
即
座
に
対
応
で
き
る
県
の
専
門
職
員
の
配
置
が
地
域
に
必
要

で
あ
る
。

○
平
常
時
か
ら
の
防
災
や
減
災
に
つ
い
て
共
同
体
制
が
必
要
と
考
え
る
。

○
災
害
時
の
広
域
的
な
役
割
が
期
待
さ
れ
る
団
体
・
組
織
の
調
整
を
願
い
た
い
。

○
災
害
が
発
生
す
れ
ば
広
範
囲
に
及
ぶ
た
め
、
保
健
所
を
中
心
に
危
機
管
理
機
能
を
発
揮

し
て
ほ
し
い
。

求
め
る
危
機
管
理
機
能

○
迅
速
な
現
場
対
応
、
常
時
現
地
の
状
況
確
認
か
ら
、
身
近
な
振
興
局
・
県
事
務
所
の
役

割
が
重
要
と
な
る
。

○
管
理
瑕
疵
を
問
わ
れ
な
い
よ
う
対
応
す
る
た
め
に
も
、
管
理
者
が
道
路
や
河
川
の
近
く

に
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

現
状
・
課
題

( ４ ) 危 機 管 理 機 能 に つ い て
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市
の
意
見

町
の
意
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
市
町
別
】

資
料
２

○
県
が
直
接
、
県
民
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
少
な
い
。

○
振
興
局
で
最
終
的
な
判
断
は
さ
れ
な
い
も
の
は
、
振
興
局
業
務
か
ら
省
い
て
も
良
い
。
○
身
近
な
と
こ
ろ
に
県
の
機
関
が
必
要
。

○
専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
職
務
は
、
住
民
に
対
し
て
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
困
難
。

○
県
民
す
べ
て
に
及
ぶ
も
の
は
県
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
実
施
主
体
が
県
か
市
町
か
の
十
分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

○
住
民
へ
の
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
望
ま
な
い
。

○
地
域
振
興
機
能
や
福
祉
機
能
（
精
神
の
関
連
は
除
く
）
の
縮
小
は
市
と
し
て
そ
う
大
き

く
影
響
は
な
い
。

○
県
職
員
の
専
門
性
を
活
か
し
た
手
厚
い
県
民
サ
ー
ビ
ス
が
迅
速
に
的
確
に
行
え
る
場
で

あ
る
。

○
県
職
員
の
専
門
性
も
高
く
、
実
際
に
徴
税
で
は
駐
在
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
税
に
関
し
県
民
に
密
着
し
た
業
務
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
部
分
に
関
し
て
は
存
続
を
。

○
住
民
関
連
で
、
不
動
産
取
得
税
、
自
動
車
税
等
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
避
け
る
よ
う
に
。

○
振
興
局
と
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
福
祉
事
務
所
を
有
し
て
い
る
。

○
住
民
か
ら
は
、
保
健
福
祉
の
分
野
で
振
興
局
が
何
を
担
っ
て
い
る
の
か
見
え
に
く
い
。

○
専
門
性
の
高
い
保
健
所
は
残
し
て
ほ
し
い
。

○
福
祉
事
務
所
機
能
や
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
の
な
い
よ
う
考
え
て
ほ
し
い
。

○
県
介
護
給
付
適
正
化
計
画
の
推
進
を
図
る
た
め
に
も
県
事
務
所
や
専
門
職
員
は
欠
か
せ

な
い
。

○
化
学
に
関
す
る
専
門
知
識
を
持
っ
た
専
門
職
員
に
よ
る
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

○
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、
専
門
的
、
技
術
的
な
部
分
で
県
に
支
援
願
い
た
い
。

○
農
業
技
術
の
普
及
で
専
門
的
職
員
に
よ
る
現
場
指
導
を
評
価
し
て
い
る
。

○
地
域
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
対
応
い
た
だ
き
た
い
。

○
民
間
開
発
工
事
完
了
検
査
に
は
、
立
会
い
で
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

○
許
認
可
業
務
、
県
道
の
維
持
、
雪
寒
対
策
に
つ
い
て
連
携
の
充
実
が
必
要
。

○
県
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、
専
門
性
を
活
か
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

○
水
質
汚
濁
お
よ
び
土
壌
汚
染
に
関
し
て
公
害
が
発
生
し
た
場
合
、
監
督
権
限
は
県
に
あ

り
、
現
地
に
最
も
近
い
県
事
務
所
で
の
迅
速
な
対
応
が
必
要
と
な
る
。

○
環
境
行
政
で
は
市
町
と
役
割
分
担
が
明
確
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
へ
の
対
応
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
て
い
る
。

○
市
町
へ
の
権
限
移
譲
が
単
に
市
町
に
県
の
地
方
機
関
の
肩
代
わ
り
な
ら
ば
、
県
と
市
町

の
信
頼
関
係
を
損
な
う
。

○
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能
は
県
民
に
と
っ
て
身
近
な
場
所
に
必
要
で
あ
り
、
県
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
く
よ
う
な
再
編
は
問
題
。

○
税
務
・
保
健
・
福
祉
・
環
境
・
森
林
・
農
業
・
土
木
行
政
に
関
し
て
専
門
性
の
機
能
が

低
下
す
る
見
直
し
は
混
乱
を
招
く
か
な
い
よ
う
機
能
を
維
持
さ
れ
た
い
。

（
税
務
行
政
）

（
健
康
福
祉
行
政
）

（
環
境
行
政
）

（
農
業
行
政
）

（
土
木
行
政
）

（ ５ ） サ ー ビ ス 提 供 機 能 に つ い て

○
農
産
物
生
産
向
上
の
た
め
、
県
民
に
身
近
な
位
置
に
あ
る
地
方
機
関
に
お
け
る
県
の
技

術
指
導
や
支
援
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

○
指
導
、
情
報
提
供
や
近
隣
市
町
と
の
連
携
な
ど
、
身
近
に
あ
る
こ
と
で
大
き
な
安
心
感

や
信
頼
感
が
あ
る
。

○
土
木
行
政
の
許
認
可
事
務
、
市
町
と
連
携
、
調
整
、
専
門
的
な
助
言
な
ど
県
職
員
（
建

設
管
理
部
）
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

○
都
市
計
画
法
開
発
許
可
等
に
関
す
る
権
限
は
2
1
年
度
よ
り
市
に
移
行
と
な
る
が
建
築
主

事
を
置
い
て
い
な
い
。
建
築
行
政
と
し
て
は
必
要
性
が
高
い
。

○
県
税
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
県
道
等
の
公
物
管
理
な
ど
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
強

化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

○
保
健
・
福
祉
の
専
門
職
員
の
確
保
が
難
し
く
、
保
健
所
等
の
支
援
や
連
携
に
よ
っ
て

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

○
保
健
所
機
能
は
広
域
調
整
機
能
、
精
神
障
害
者
緊
急
対
応
、
難
病
主
管
部
所
と
し
て
や

複
雑
困
難
な
ケ
ー
ス
の
市
町
支
援
等
に
お
い
て
必
要
で
あ
る
。

○
開
発
事
務
の
権
限
移
譲
に
備
え
事
務
体
制
を
整
備
中
で
あ
る
が
、
特
定
行
政
庁
に
関
し

て
は
県
に
事
務
が
残
る
が
、
本
庁
対
応
と
な
る
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
利
便
性
の
低
下
は
大

き
い
。
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市
の
意
見

町
の
意
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
市
町
別
】

資
料
２

○
県
庁
と
振
興
局
の
役
割
分
担
を
県
民
に
分
か
り
や
す
く
示
す
べ
き
。

○
県
と
市
町
の
新
た
な
役
割
分
担
を
十
分
な
議
論
の
上
で
再
構
築
す
る
。

○
県
庁
・
振
興
局
・
市
で
重
複
し
て
い
る
部
分
は
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
、
事
務
の
簡
素
化

を
お
願
い
し
た
い
。

○
振
興
局
は
、
連
絡
・
窓
口
機
能
、
軽
易
な
ハ
ー
ド
事
業
機
能
の
み
で
も
よ
い
。

○
本
庁
の
見
解
を
仰
が
な
く
て
よ
い
よ
う
振
興
局
へ
の
権
限
移
譲
が
必
要
。

問
題
発
生
時
に
お
け
る
即
時
対
応
可
能
な
振
興
局
の
人
員
確
保
と
指
導
体
制
を
確
立
し
て

ほ
し
い
。

○
県
職
員
の
専
門
的
な
指
導
と
調
整
機
能
体
制
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

○
各
行
政
分
野
ご
と
に
単
独
の
事
務
所
化
に
し
て
ほ
し
い
。

○
現
業
的
分
野
は
充
実
し
て
存
続
し
、
事
務
的
分
野
に
つ
い
て
は
合
理
化
が
必
要
。

○
小
規
模
町
へ
の
過
渡
的
な
経
過
措
置
が
必
要
。

○
小
規
模
町
の
事
情
、
本
庁
と
の
距
離
等
を
考
慮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
一
律
的
な
見
直
し
で
な
く
、
地
域
事
情
を
考
慮
し
た
見
直
し
を
お
願
い
し
た
い
。

○
地
域
実
情
や
地
域
特
性
等
充
分
考
慮
さ
れ
た
中
で
の
見
直
し
を
さ
れ
た
い
。

○
道
州
制
を
視
野
に
入
れ
、
県
土
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
、
県
庁
機
能
の
分
散
（
分
庁

方
式
も
含
め
て
）
を
念
頭
に
見
直
し
を
。

○
現
場
を
管
理
す
る
分
野
や
非
常
時
の
対
応
、
県
民
が
訪
れ
る
窓
口
機
関
は
、
近
く
に
置

い
て
ほ
し
い
。

○
振
興
局
を
機
能
強
化
し
、
圏
域
内
の
各
市
町
間
を
総
合
調
整
で
き
る
組
織
と
し
て
ほ
し

い
。

○
地
域
の
事
情
を
把
握
し
て
る
身
近
な
振
興
局
に
相
談
で
き
る
体
制
は
残
し
て
ほ
し
い
。

○
市
町
と
国
の
関
係
が
変
化
す
る
な
か
、
県
全
体
の
広
域
調
整
機
能
を
強
化
す
べ
き
と
考

え
る
。

○
権
限
移
譲
に
つ
い
て
は
、
県
職
員
の
支
援
や
市
町
へ
の
派
遣
だ
け
で
は
困
難
で
あ
り
、

市
町
の
定
数
管
理
の
見
直
し
も
含
め
た
議
論
が
必
要
。

○
市
町
の
区
域
を
越
え
た
広
い
エ
リ
ア
を
視
点
と
し
た
施
策
展
開
や
情
報
発
信
が
必
要
と

考
え
る
。

○
市
町
合
併
を
し
て
い
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
と
、
し
た
と
こ
ろ
で
行
政
運
営
に
差
を
付
け

る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
な
、
県
で
い
て
ほ
し
い
。

○
誰
で
も
分
か
る
県
の
組
織
を
考
え
て
ほ
し
い
。

○
県
全
体
の
活
性
化
を
進
め
る
に
は
、
各
地
域
で
の
活
性
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

○
県
市
の
枠
を
乗
り
越
え
協
働
す
べ
き
事
項
が
多
数
あ
る
。

○
廃
止
に
な
っ
た
場
合
、
安
直
に
市
町
に
事
務
移
管
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
た

い
。

○
市
町
へ
事
務
の
権
限
移
譲
は
、
人
的
、
財
政
的
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

○
（
仮
称
）
高
島
行
政
セ
ン
タ
ー
の
整
備
構
想
に
つ
い
て
真
剣
に
検
討
を
願
い
た
い
。

○
市
が
求
め
る
振
興
局
と
町
が
求
め
る
振
興
局
に
は
温
度
差
が
あ
る
の
で
、
小
規
模
町
の

意
向
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
願
う
。

振
興
局
の
役
割
・
県
庁
と
の
役
割
分
担

要
望

３ 県 が 総 合 地 方 機 関 の 見 直 し を 行 う 際 に 市 町 と し て 期 待 す る こ と 、 考 慮 し て ほ し い こ と

県
の
専
門
性
の
活
用

小
規
模
町
や
本
庁
と
の
距
離
へ
の
配
慮

○
地
域
振
興
と
格
差
是
正
の
観
点
か
ら
地
域
振
興
局
の
設
置
（
平
成
１
７
年
４
月
以
前
の

機
構
体
）
を
望
む
。

○
差
別
事
件
等
が
発
生
し
た
場
合
、
本
庁
に
集
約
さ
れ
た
場
合
で
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の

体
制
、
協
力
を
願
い
た
い
。

○
再
編
で
広
域
化
さ
れ
れ
ば
ス
ケ
ー
ル
デ
メ
リ
ッ
ト
か
ら
、
県
直
轄
事
業
に
つ
い
て
市
町

へ
の
権
限
移
譲
な
ど
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。
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市
の
意
見

町
の
意
見

総
合
地
方
機
関
（
振
興
局
・
県
事
務
所
）
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
市
町
別
】

資
料
２

○
意
見
を
聴
く
だ
け
で
終
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○
早
く
県
の
原
案
を
提
示
願
い
た
い
。

○
振
興
局
管
内
の
市
町
の
意
見
交
換
の
機
会
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

○
重
要
で
大
き
な
検
討
課
題
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
町
へ
の
意
見
照
会
等
の
期
間
が
短
す

ぎ
る
。

○
市
町
と
意
見
交
換
す
る
内
容
は
「
最
終
的
な
あ
り
方
」
で
あ
り
、
意
見
を
集
約
し
て
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
「
当
面
の
対
応
」
と
し
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
。

○
振
興
局
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て
評
価
、
検
証
し
、
各
市
町
の
意
見

や
要
望
を
十
分
に
踏
ま
え
て
、
見
直
し
案
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
見
直
し
の
目
的
を
明
確
に
し
、
今
後
の
県
、
市
町
の
役
割
分
担
や
行
政
の
方
向
性
な
ど

も
含
め
て
住
民
に
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３ 県 が 総 合 地 方 機 関 の 見 直 し を 行 う 際 に 市 町 と し て 期 待 す る こ と 、 考 慮 し て ほ し い こ と

そ
の
他
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甲
賀
県
事
務
所
管
内

・
総
合
調
整
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け
は

大
き
く
、
地
域
の
県
事
業
、
圏
域
振
興
策

推
進
の
拠
点
と
し
て
貴
重
な
存
在
。

・
地
域
振
興
局
当
時
と
比
べ
権
限
、
予

算
、
体
制
が
縮
小
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、

地
域
に
お
け
る
機
能
(特
に
本
庁
と
の
連

携
、
役
割
分
担
)が
県
民
に
と
っ
て
も
、

市
に
と
っ
て
も
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い

る
。

・
複
数
の
部
署
が
集
中
し
て
お
り
、
分
か

り
や
す
く
便
利
。

・
農
政
関
係
で
は
、
市
の
地
形
を
十
分

把
握
さ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
事
業
の
遂
行

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

・
県
が
示
し
て
い
る
主
な
機
能
が
十
分
発

揮
で
き
て
い
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

・
横
(各
部
所
間
)の
連
携
を
執
る
総
合
調

整
窓
口
が
あ
る
と
良
い
。

・
本
庁
と
二
重
に
な
っ
て
い
る
事
務
が
あ

る
。
・
市
と
重
複
、
類
似
し
た
事
業
が
あ
る
。

・
県
土
木
事
業
に
つ
い
て
、
振
興
局
と
市

が
一
体
と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る

現
状
。
振
興
局
は
、
も
っ
と
地
域
に
密
着

し
た
形
で
の
事
業
推
進
が
必
要
。

・
県
と
市
町
の
業
務
の
重
複
は
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

・
地
域
の
状
況
、
経
過
等
を
把
握
し
て
お

り
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
県
職
員

に
信
頼
を
寄
せ
て
い
る
。

・
本
庁
の
縦
割
り
が
き
つ
く
、
総
合
調
整

機
能
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
。

・
住
民
に
身
近
で
地
域
の
状
況
を
県
本

庁
よ
り
的
確
に
把
握
し
、
反
映
で
き
る
役

割
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
は
重
要
。

・
高
度
な
専
門
性
と
地
域
の
情
報
を
持
っ

て
お
り
、
市
町
に
と
っ
て
身
近
で
一
次
的

な
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
福
祉
圏
域
と
し
て
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
整
備
、
実

施
さ
れ
て
い
る
。

・
本
庁
と
の
調
整
機
能
に
欠
け
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
改
善
が
望
ま
れ
る
。

・
地
域
振
興
局
独
自
の
権
限
か
弱
い
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
危
機
管
理
な
ど

の
部
門
を
除
き
必
要
性
は
少
な
い
。
特

に
総
務
部
門
は
県
庁
の
出
先
的
な
機

能
し
か
な
く
必
要
性
は
少
な
い
。

・
県
の
窓
口
機
関
、
相
談
機
関
と
し
て
身

近
な
存
在
で
あ
る
。

・
事
業
、
施
策
、
市
町
の
課
題
協
議
に
つ

い
て
、
地
域
の
実
情
を
把
握
い
た
だ
き

な
が
ら
、
適
切
な
情
報
と
助
言
が
得
ら
れ

て
い
る
。

・
本
庁
と
の
権
限
分
担
が
中
途
半
端
。

・
専
門
職
が
配
置
さ
れ
て
お
り
重
要
。
市

町
へ
の
出
向
を
積
極
に
願
い
た
い
。

・
振
興
局
の
存
在
に
よ
っ
て
県
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
地
域
特
性
等
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
お

り
、
市
町
と
県
庁
と
の
調
整
・
連
携
等
に

お
い
て
期
待
が
大
き
い
。

・
本
庁
と
の
連
絡
・
窓
口
機
能
、
ハ
ー
ド

事
業
の
実
施
機
能
が
主
体
で
あ
り
、
ミ
ニ

県
庁
と
は
制
度
的
・
予
算
的
に
言
え
な

い
。
・
本
庁
と
の
役
割
分
担
が
不
明
確
。

東
近
江
地
域
振
興
局
管
内

湖
東
地
域
振
興
局
管
内

湖
北
地
域
振
興
局
管
内

総
合
地
方
機
関
(
振
興
局
・
県
事
務
所
)
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
地
域
別
】

総 合 地 方 機 関 の 現 状 と 課 題 に つ い て

項
目

高
島
県
事
務
所
管
内

南
部
振
興
局
管
内

資
料
３
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甲
賀
県
事
務
所
管
内

東
近
江
地
域
振
興
局
管
内

湖
東
地
域
振
興
局
管
内

湖
北
地
域
振
興
局
管
内

総
合
地
方
機
関
(
振
興
局
・
県
事
務
所
)
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
地
域
別
】

項
目

高
島
県
事
務
所
管
内

南
部
振
興
局
管
内

資
料
３

地 域 経 営 機 能 に つ い て

・
湖
西
は
お
ざ
な
り
。
疎
外
感
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
。

・
森
林
保
全
や
地
域
振
興
な
ど
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
る
湖
西
ほ
ど
重
点
的
な

職
員
配
置
等
に
よ
る
地
域
経
営
が
必

要
。

・
本
来
市
で
行
う
が
、
県
が
担
う
役
割
が

明
確
で
な
い
。

・
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
。

・
道
路
、
河
川
、
公
共
交
通
、
医
療
、
教

育
な
ど
広
域
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
、

県
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
。

・
基
本
的
に
市
が
実
施
す
る
と
し
て
も
、

広
域
的
振
興
策
、
公
共
交
通
、
広
域
的

観
光
振
興
、
環
境
問
題
な
ど
は
県
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
。

・
市
町
単
独
で
進
め
て
い
く
に
は
限
界
が

あ
る
。
広
域
で
の
地
域
振
興
の
推
進
に

は
、
振
興
局
の
役
割
は
重
要
。

・
地
域
振
興
の
主
体
は
市
町
で
あ
る
が
、

振
興
局
と
の
連
携
の
下
に
振
興
は
成
り

立
っ
て
い
る
。
県
は
、
広
域
的
・
専
門
的

視
点
か
ら
、
連
携
・
調
整
・
情
報
提
供
等

の
支
援
を
す
べ
き
。

・
観
光
、
ご
み
処
理
、
消
防
事
業
、
保
健

福
祉
な
ど
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
広
域
的
な
取
組
が
必
要
な
部
門
に
つ

い
て
、
振
興
局
の
一
層
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
圏
域
の
位
置
づ
け
、
課
題
の
把
握
、
施

策
の
方
向
性
な
ど
、
市
町
と
共
通
認
識

が
で
き
て
い
な
い
。

・
障
害
福
祉
は
、
圏
域
事
業
と
し
て
取
組

む
と
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
る
。

振
興
局
が
廃
止
さ
れ
る
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
障
害
者
自

立
支
援
法
で
県
の
責
務
と
明
示
さ
れ
て

い
る
広
域
調
整
が
市
町
に
転
嫁
さ
れ
る

こ
と
を
危
惧
す
る
。

・
圏
域
の
発
展
、
向
上
に
資
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
も
っ
と
調
整
機
能
を
発
揮
し
て

ほ
し
い
。

・
地
域
特
性
へ
の
対
応
が
で
き
て
い
な

い
。
・
圏
域
内
市
町
間
の
調
整
は
市
町
で
で

き
る
の
で
、
圏
域
を
超
え
た
市
町
間
の

調
整
、
国
と
の
調
整
を
し
て
ほ
し
い
。

・
地
域
振
興
は
市
町
が
主
体
で
行
う
べ

き
も
の
。
先
進
事
例
や
国
の
動
向
等
の

情
報
提
供
を
し
て
ほ
し
い
。

総 合 調 整 機 能 に つ い て

・
地
域
の
課
題
に
総
合
的
・
機
動
的
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
を

把
握
で
き
る
振
興
局
の
存
在
は
不
可

欠
。
・
県
事
務
所
に
は
総
合
調
整
機
能
が
付

与
さ
れ
て
い
な
い
。
地
域
の
格
差
を
是

正
し
、
課
題
に
積
極
的
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

・
部
局
横
断
的
、
機
動
的
な
対
応
を
行
う

組
織
体
と
な
っ
て
い
な
い
。
総
合
調
整

機
能
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
。

・
医
療
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

な
ど
広
域
的
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
調
整

機
能
が
必
要
。

・
現
場
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
市
町
と
情
報

共
有
す
る
中
で
連
携
し
、
協
働
の
体
制

を
確
立
す
る
必
要
あ
り
。

・
市
町
に
よ
っ
て
地
域
特
性
や
課
題
が

異
な
り
、
市
町
間
の
調
整
は
困
難
。
県
に

よ
る
総
合
調
整
は
必
要
不
可
欠
。

・
内
容
に
よ
っ
て
は
、
振
興
局
で
し
か
調

整
で
き
な
い
事
項
も
あ
る
。

・
ミ
ニ
県
庁
と
し
て
の
総
合
調
整
機
能
は

発
揮
さ
れ
て
い
な
い
。

・
分
野
に
よ
っ
て
は
(福
祉
、
大
規
模
開

発
)、
地
域
の
調
整
機
能
が
発
揮
で
き
て

い
な
い
部
分
あ
り
。

・
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
業
務
が
専
門
化
し
て

お
り
、
調
整
機
能
ま
で
期
待
す
る
の
は

無
理
。

・
市
町
間
の
調
整
、
局
内
調
整
機
能
が

あ
る
と
は
言
い
難
い
。
体
制
の
強
化
が

必
要
。

・
ニ
ー
ト
、
引
き
こ
も
り
な
ど
、
現
代
的
課

題
に
つ
い
て
対
応
が
で
き
て
い
な
い
。

現 在 の 総 合 地 方 機 関 に 対 す る 評 価 に つ い て
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甲
賀
県
事
務
所
管
内

東
近
江
地
域
振
興
局
管
内

湖
東
地
域
振
興
局
管
内

湖
北
地
域
振
興
局
管
内

総
合
地
方
機
関
(
振
興
局
・
県
事
務
所
)
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
地
域
別
】

項
目

高
島
県
事
務
所
管
内

南
部
振
興
局
管
内

資
料
３

市 町 へ の 支 援 機 能 に つ い て

・
基
礎
自
治
体
と
し
て
専
門
的
な
知
識

や
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
中
で
、
今
後

と
も
支
援
願
い
た
い
(税
務
、
農
政
、
林

業
、
環
境
)。

・
支
援
機
能
に
併
せ
た
予
算
的
配
慮
が

な
い
。

・
情
報
提
供
、
相
談
、
助
言
な
ど
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
(農
政
、
保
健
福

祉
)。

・
専
門
的
分
野
(農
業
普
及
、
緑
化
推

進
、
都
市
計
画
な
ど
)に
つ
い
て
、
県
か

ら
の
派
遣
に
よ
り
専
門
職
員
の
育
成
が

必
要
。

・
県
の
負
担
で
、
市
へ
の
専
門
職
員
の

派
遣
を
願
い
た
い
。

・
県
事
務
所
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
よ

り
円
滑
に
事
務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
(介
護
保
険
関
係
)。

・
小
規
模
町
や
財
政
力
の
弱
い
市
町
に

は
専
門
性
の
高
い
県
職
員
に
よ
る
助

言
、
支
援
が
必
要
。
振
興
局
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
期
待
。

・
振
興
局
は
気
軽
に
相
談
で
き
、
県
全

体
の
情
勢
や
圏
域
内
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
適
切
な
助
言
を
も
ら
え
て
い
る
。

・
市
町
合
併
に
よ
り
支
援
機
能
へ
の
期

待
は
減
少
し
て
い
る
。

・
人
的
支
援
(専
門
職
員
の
派
遣
)を
中

心
に
、
強
化
さ
れ
た
い
(農
業
改
良
普
及

員
な
ど
)。

・
町
の
事
情
に
も
詳
し
く
、
身
近
に
相
談

が
可
能
。
距
離
的
に
近
く
対
処
も
早
い
。

町
に
は
大
き
な
味
方
。

・
専
門
性
の
観
点
か
ら
の
指
導
・
助
言
、

市
町
へ
の
人
員
派
遣
を
し
て
ほ
し
い
(保

健
師
な
ど
)。

・
振
興
局
と
本
庁
と
で
助
言
の
内
容
が
異

な
る
こ
と
が
あ
る
。

・
本
来
振
興
局
で
行
う
べ
き
事
務
を
市

町
に
押
し
つ
け
て
い
な
い
か
。

危 機 管 理 機 能 に つ い て

・
震
災
の
際
、
県
管
理
の
道
路
、
河
川

の
被
害
状
況
の
早
期
把
握
や
県
本
部
と

の
協
議
調
整
等
、
県
事
務
所
の
役
割
は

大
き
い
。
県
事
務
所
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

大
き
な
期
待
あ
り
。

・
平
常
時
か
ら
市
と
の
連
絡
調
整
や
防

災
訓
練
な
ど
を
通
じ
た
減
災
に
つ
い
て
、

共
同
体
制
が
必
要
。

・
水
質
汚
濁
、
土
壌
汚
染
な
ど
の
公
害
、

化
学
物
質
流
出
事
故
の
対
応
な
ど
、
即

座
に
対
応
で
き
る
県
の
専
門
職
員
の
配

置
が
地
域
に
必
要
。

・
豪
雪
等
に
対
す
る
県
の
状
況
確
認
機

能
、
県
道
等
の
除
雪
体
制
を
現
地
に
配

備
し
て
お
く
必
要
あ
り
。

・
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
平
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
現
地
に
近
い
振

興
局
・
県
事
務
所
の
役
割
は
重
要
。

・
危
機
管
理
面
で
市
と
の
連
携
が
有
効

に
機
能
し
て
い
る
か
疑
問
。

・
土
砂
災
害
へ
の
警
戒
、
一
級
河
川
の

堤
防
点
検
・
水
位
監
視
・
洪
水
調
整
池

の
管
理
等
水
防
に
係
る
市
と
の
連
携
強

化
が
必
要
。

・
管
理
瑕
疵
が
問
わ
れ
る
事
例
が
相
次

い
で
い
る
中
で
、
現
物
(道
路
や
河
川
)

に
身
近
な
管
理
者
が
必
要
。

・
危
機
管
理
は
現
場
に
近
い
と
こ
ろ
で
担

う
べ
き
も
の
。
振
興
局
の
役
割
は
重
要
。

・
現
状
で
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

・
よ
り
現
場
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
状
況
把

握
が
早
急
に
行
え
る
。
現
場
と
本
庁
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
重
要
。

・
防
災
面
だ
け
で
な
く
、
保
健
所
機
能
を

含
め
、
地
域
に
精
通
し
て
い
る
専
門
的

な
職
員
は
不
可
欠
。

・
三
師
会
等
の
広
域
的
な
役
割
・
機
能

が
期
待
さ
れ
て
い
る
団
体
・
組
織
と
の
調

整
な
ど
、
市
町
単
位
で
は
で
き
に
く
い
部

分
は
振
興
局
で
担
え
る
よ
う
体
制
の
整

備
を
願
い
た
い
。

・
被
害
が
市
町
に
ま
た
が
る
可
能
性
が

大
き
く
、
振
興
局
の
危
機
管
理
機
能
は

必
要
。
特
に
市
町
域
を
超
え
る
河
川
に

関
す
る
災
害
等
に
つ
い
て
必
要
。

・
保
健
所
を
中
心
と
し
た
危
機
管
理
機
能

を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

・
集
団
的
な
健
康
被
害
(鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
)へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
継
続

し
て
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
さ
れ
た

い
。
・
情
報
シ
ス
テ
ム
が
整
え
ら
れ
て
い
る
中

で
、
振
興
局
に
こ
の
機
能
は
必
要
な

い
。

・
市
町
を
超
え
た
災
害
へ
の
対
応
に
つ

い
て
振
興
局
の
果
た
す
役
割
は
重
要
。

・
情
報
収
集
や
初
期
対
応
の
面
か
ら
県

の
機
関
が
近
く
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
・
感
染
症
な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
振
興
局
・
保
健
所
の
指
揮

命
令
機
能
を
発
揮
さ
れ
た
い
。

・
振
興
局
・
市
間
間
で
連
携
し
て
い
る
事

例
は
な
い
。

サ ー ビ ス 提 供 機 能 に つ い て

・
県
税
関
係
や
県
道
等
の
公
物
管
理
な

ど
の
機
能
は
強
化
す
べ
き
。

・
従
前
か
ら
行
っ
て
い
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

機
能
は
維
持
す
べ
き
(税
務
、
福
祉
、
環

境
、
森
林
、
農
業
、
土
木
)。

・
今
ま
で
振
興
局
が
担
っ
て
き
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
継
続
し
て
実
施
す
べ
き
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
機
能
は
、
県
民
に

と
っ
て
身
近
な
場
所
に
必
要
で
あ
り
、
県

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
よ
う
な
再
編

は
問
題
が
多
い
。

・
対
住
民
サ
ー
ビ
ス
(税
務
、
防
犯
、
防

災
、
環
境
保
全
、
廃
棄
物
対
策
、
労
働

相
談
、
保
健
、
福
祉
な
ど
)は
、
地
域
単

位
で
維
持
・
強
化
す
べ
き
。

・
各
種
申
請
の
窓
口
機
能
は
継
続
す
べ

き
。

・
税
の
徴
収
、
公
害
、
動
物
管
理
、
農
業

振
興
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
認
可
な
ど
、

専
門
知
識
を
要
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
小
規
模
町
で
は
対
応
が
難
し
く
、

振
興
局
で
継
続
し
て
実
施
さ
れ
た
い
。

・
実
施
主
体
が
県
か
市
町
か
の
十
分
な

検
討
が
必
要
。

・
見
直
し
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
窓
口

が
遠
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

・
県
直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、
専
門
性
を

活
か
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

現 在 の 総 合 地 方 機 関 に 対 す る 評 価 に つ い て
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甲
賀
県
事
務
所
管
内

東
近
江
地
域
振
興
局
管
内

湖
東
地
域
振
興
局
管
内

湖
北
地
域
振
興
局
管
内

総
合
地
方
機
関
(
振
興
局
・
県
事
務
所
)
に
つ
い
て
の
市
町
意
見
＜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＞
と
り
ま
と
め
【
地
域
別
】

項
目

高
島
県
事
務
所
管
内

南
部
振
興
局
管
内

資
料
３

・
今
後
も
圏
域
ご
と
に
県
政
推
進
の
役

割
を
担
う
組
織
が
必
要
。

・
地
域
振
興
(ま
ち
づ
く
り
や
産
業
振
興
)

は
、
高
度
な
視
点
を
も
っ
た
協
働
の
観

点
か
ら
進
め
る
べ
き
。

・
計
画
的
・
効
果
的
な
施
策
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
何
よ
り
も
地
域
の
実
情
を
十

分
に
把
握
し
な
が
ら
事
業
推
進
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
。
地
域
振
興
と
格
差
是
正

の
観
点
か
ら
地
域
振
興
局
の
設
置
を
強

く
望
む
。

・
市
町
間
の
総
合
調
整
機
能
を
強
化
す

べ
き
。

・
本
庁
と
の
重
複
機
能
を
な
く
し
、
組
織

の
ス
リ
ム
化
を
す
べ
き
。

・
権
限
移
譲
を
進
め
、
振
興
局
に
お
い
て

判
断
(決
裁
)で
き
る
体
制
づ
く
り
が
必

要
。
・
県
の
専
門
職
員
の
能
力
が
市
町
に
活

か
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

・
人
口
増
の
地
域
で
は
行
政
ニ
ー
ズ
の

増
加
も
見
込
ま
れ
る
。
そ
う
し
た
地
域
で

行
革
の
名
の
下
に
組
織
の
ス
リ
ム
化
を

行
う
こ
と
は
、
現
状
を
無
視
し
た
誤
っ
た

方
向
で
あ
る
。

・
県
の
持
つ
専
門
性
を
市
町
に
活
か
し

て
ほ
し
い
。

・
広
域
的
な
取
組
、
高
度
で
専
門
的
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
体
制
が
必

要
。
・
何
の
た
め
に
見
直
し
を
行
う
の
か
目
的

を
明
確
に
し
、
し
っ
か
り
と
住
民
に
説
明

す
る
こ
と
が
必
要
。

・
県
と
市
町
の
新
た
な
役
割
分
担
を
十

分
議
論
の
上
で
、
再
構
築
し
て
ほ
し
い
。

・
市
町
間
で
規
模
の
違
い
に
よ
る
組
織

体
制
の
充
実
度
に
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る

た
め
、
一
律
的
な
見
直
し
で
は
な
く
、
地

域
事
情
を
考
慮
し
た
見
直
し
を
願
い
た

い
。

・
県
の
専
門
分
野
で
の
技
術
力
は
高

い
。
見
直
し
に
あ
っ
て
は
、
専
門
性
の
低

下
を
避
け
、
人
材
活
用
の
方
策
(市
町
へ

の
人
の
派
遣
)を
考
慮
願
い
た
い
。

・
県
の
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
よ
り
市
町
の

負
担
の
増
大
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

の
な
い
よ
う
願
い
た
い
。

・
国
の
情
報
に
つ
い
て
、
振
興
局
で
も
い

ち
早
く
確
認
で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
振
興
局

限
り
で
、
市
町
の
求
め
に
的
確
に
助
言

が
で
き
る
よ
う
さ
れ
た
い
。

・
市
が
求
め
る
振
興
局
と
町
が
求
め
る
振

興
局
と
で
は
温
度
差
が
あ
る
。
小
規
模

町
の
意
向
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

・
福
祉
事
務
所
の
機
能
、
サ
ー
ビ
ス
が
低

下
し
な
い
よ
う
配
慮
願
い
た
い
。

・
権
限
と
責
任
が
不
明
確
な
現
状
を
解

消
し
、
各
行
政
分
野
ご
と
に
単
独
の
事

務
所
に
し
て
ほ
し
い
。

・
地
域
住
民
の
身
近
な
県
組
織
と
し
て
の

役
割
を
奪
う
こ
と
の
な
い
よ
う
し
て
ほ
し

い
。

・
振
興
局
に
お
い
て
、
専
門
的
知
識
を

も
っ
た
職
員
の
重
点
配
置
、
市
町
と
の

情
報
交
換
な
ど
、
従
前
以
上
に
期
待
し

た
い
。

・
環
境
、
農
林
、
税
務
関
係
に
お
い
て
、

専
門
的
な
助
言
を
願
い
た
い
。

・
職
員
の
派
遣
な
ど
の
支
援
体
制
を
強
く

望
む
。

・
振
興
局
の
廃
止
、
縮
小
は
避
け
て
通

れ
な
く
て
も
、
事
業
カ
ッ
ト
は
避
け
ら
れ
た

い
。
・
権
限
は
で
き
る
だ
け
振
興
局
に
移
譲

す
べ
き
。

・
振
興
局
は
、
連
絡
・
窓
口
機
能
、
軽
易

な
ハ
ー
ド
事
業
機
能
の
み
で
も
よ
い
。

・
住
民
生
活
に
直
結
し
た
部
門
は
充
実

さ
せ
る
。

・
広
域
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
住
民
に

と
っ
て
望
ま
し
い
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
で
実

施
す
べ
き
。

・
出
来
る
限
り
振
興
局
へ
権
限
と
財
源
を

移
譲
し
て
ほ
し
い
。

・
小
規
模
町
の
内
情
、
本
庁
と
の
距
離
、

地
域
特
性
等
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
見

直
し
を
さ
れ
た
い
。

・
県
民
の
視
点
か
ら
、
県
や
市
の
枠
を
超

え
て
協
働
す
べ
き
事
項
が
多
数
あ
る
。

・
行
政
セ
ン
タ
ー
の
整
備
構
想
に
つ
い

て
真
剣
に
検
討
を
願
い
た
い
。

・
振
興
局
の
見
直
し
に
絡
み
、
市
町
へ
の

権
限
移
譲
を
新
た
に
行
う
場
合
、
必
要

な
財
源
に
つ
い
て
も
併
せ
て
移
譲
さ
れ

る
よ
う
願
い
た
い
。

・
今
回
の
総
合
地
方
機
関
の
再
編
に
向

け
て
の
県
の
姿
勢
は
、
縮
小
の
結
論
あ
り

き
で
、
あ
ま
り
に
拙
速
で
は
な
い
か
。

・
早
期
に
、
県
の
見
直
し
原
案
を
提
示
願

い
た
い
。

・
振
興
局
ご
と
の
意
見
交
換
の
機
会
を

つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

・
地
域
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る
た
め
、

意
見
交
換
会
は
、
振
興
局
単
位
で
開
催

し
て
ほ
し
い
。

・
重
要
で
大
き
な
検
討
課
題
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
町
へ
の
意
見
照
会
の
期
間
が

短
す
ぎ
る
。

県 が 総 合 地 方 機 関 の 見 直 し を 行 う 際 に 、 市 町 と し て 期 待 す る こ

と 、 考 慮 し て ほ し い こ と に つ い て

そ の 他

4
/
4
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　　　　　　　　　　　　　　市町名：　　　　　　　　　　　

１　総合地方機関の現状と課題について

２　現在の総合地方機関に対する評価について

（１） 地域経営機能について

（２） 総合調整機能について

（３） 市町への支援機能について
・基礎自治体として、まだ体制が整っていないところがある。市町の体制
　整備や地域内調整等で県のリーダーシップを期待したい。

　県域内の市町の行財政シ
ステムの構築の支援、政策
立案の補完および助言の機
能ならびに市町合併の推進
支援機能

・振興局に言えば県庁の仕事だと言われ、県庁に言えば振興局の仕事だと言われることがある。
・東近江地域振興局の田園振興第一課、第二課、愛知川流域田園整備事務所の仕事の区分で、県民から
　見てわかりにくいところがある。
・重複を残し、重複の部分は、パートナーとして互いに進めていくべきではないか。県は、専門性を
　持っているが、現場をよく知っているのは市町であり、補完し合うことが必要である。
・県との協働を感じるとともに、県庁との間を取り持つところであり、県を身近に感じる。

・振興局の存在は小さな町にとってありがたい。圏域振興や、小さな町に
　対する地域の調整機能を発揮してもらいたい。
・地域振興は、本来市が行い、県はその把握に努めるべき。

　縦割りで所管されていた
事業について部局横断的、
機動的な対応を行うため、
組織を地域振興局として一
体化し、強化された機能

（意見・理由）

・総合調整機能がないと、どこかの観点が抜けてしまうことがあり、振興
　局の総合調整機能は十分考えてほしい。本庁では複数の部局にまたがる
　話でも、振興局では１カ所でいろいろな観点から助言がもらえる。

（意見・理由）

　圏域の一体的、総合的発
展を図るため、県域内の総
合的な地域経営を行う機能

総合地方機関（振興局・県事務所）についての市町意見＜ワークシート＞

（意見・理由）

（意見・理由）
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（４） 危機管理機能について

（５） サービス提供機能について

・県民サービス関係行政

・税務行政

・健康福祉行政

・環境行政

・森林行政

・農業行政

・土木行政

３　県が総合地方機関の見直しを行う際に、市町として期待すること、考慮してほしいことについて

〔小規模町への配慮〕

〔県の専門性の活用〕

〔振興局の役割・県庁との役割分担〕

〔その他〕

・地域の方向性や均衡発展を視野に入れた見直しをしてほしい。

・経済的、文化的な観点で役割を担えるような体制を整備すべき。

４　その他意見等がありましたらご自由にご記入ください。

※必要に応じて意見・理由等の欄を広げてご記入ください。

（意見・理由）

　現地に近いところで初期
対応および情報収集を行う
ため、県域をエリアとし、
地域振興局として総合的な
体制で局長の指揮命令のも
とに行う危機管理の機能

（意見・理由）

（意見・理由）

　地域振興局として組織さ
れる以前から、各事務所が
担ってきた県の地方機関と
しての行政サービス提供の
機能

・住民は振興局の機能より、県民サービスに関心がある。
・県職員の専門性を高く評価している。これの活かし方、人的活用につい
　て考えてほしい。

・ハザードマップなど危機管理体制について検討してもらっている。

・専門性の機能が低下する改革は良くない。
・県職員の専門性を高く評価している。これの活かし方、人的活用について考えてほしい。（再掲）

・どの地域も同じやり方ではなく、小規模町や地域の違いに配慮していただきたい。
・振興局の存在は小さな町にとってありがたい。圏域振興や、小さな町に対する地域の調整機能を発揮
　してもらいたい。（再掲）

・県との協働を感じるとともに、県庁との間を取り持つところであり、県を身近に感じるところ。振興
　局を残しておいてほしい。（再掲）

・振興局に言えば県庁の仕事だと言われ、県庁に言えば振興局の仕事だと言われることがある。県庁と
　振興局等の役割分担が曖昧なので、振興局に権限移譲を進め、身近な振興局で済むようにしてほし
　い。（再掲）
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■　第２回　　日　 時：平成20年６月30日(月)　10時～11時30分
　　　　 　　　　場　 所：県庁東館７階大会議室
　　　　          出席者：（市町）24市町総務・企画担当部課長等（２市町欠席）
　　　　　　　　　　　　　  （ 県　）人事課長、経営企画室長、自治振興課長　他

■　第１回　　日　 時：平成20年６月13日(金)　10時～11時40分
　　　　　　 　　場　 所：厚生会館別館４階大会議室
　　　　　　 　　出席者：（市町）24市町総務・企画担当部課長等(２市町欠席)
　　　　　　      　　　　　（ 県　）人事課長、経営企画室長、自治振興課長　他

＜滋賀県・市町調整会議開催経過＞

■　第１回　　日　 時：平成20年６月２日(月)　10時～11時30分
　　　　　　 　　場　 所：県庁新館７階大会議室
　　　　　　 　　出席者：（市町）24副市町長等(２市町欠席)
　　　　　　      　　　　　（ 県　）澤田副知事、田口副知事、総務部長、経営企画監　他

■　６月13日(金)
　　　　　　　　～18日(水)

各市町における総合地方機関(振興局・県事務所)についての市町意見
＜ワークシート＞の作成

＜振興局・県事務所についての県市町意見交換会開催経過＞

■　第２回　　日　 時：平成20年７月18日(金)　10時～11時30分
　　　　　　 　　場　 所：県庁東館７階大会議室
　　　　　　 　　出席者：（市町）25副市町等(１町欠席)
　　　　　　      　　　　　（ 県　）澤田副知事、田口副知事、総務部長、総務部次長、経営企画監　他
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総合地方機関（振興局等）の見直しスキーム

5/29
6/2,7/18
6/13,6/30

7/25

8/11
8/22 8/5

   　　　　現状・課題整理
 

  　・総合地方機関の現状
　  ・見直しの背景/視点
    ・検討項目における見直しのあり方

　　　　　　　　　論点整理

　　・振興局機能の現状／課題
　　・見直しの背景（必要性）
　　・見直しの視点・考え方
　　　（理念､ビジョン､実施時期､留意点）
　　・ 機能･組織･所管区域の考え方
　　　 （素案的とりまとめ)

　　　　　　　　   　　見直し方針
　　・背景
　　・見直しの考え方
　　　（理念､ビジョン､実施時期､留意点）
　　・見直しの進め方
　　　(機能､組織､所管区域について)

 振興局等設置条例等改正

市町意見聴取
　県市町調整会議
　県市町意見交換会

最終的なあり方
（検討課題）

当面の対応

庁内各課の検討
行革連絡員会議

分権特別委員会報告 県政経営会議

9月議会方針説明

自治創造会議

県市町調整会議

12月議会議案提出

見直しの実施(H21.4）

庁内各課の意見
行革連絡員会議

市町への権限移譲
小規模町の基本的なあり方

地方分権改革推進委員会
29次地方制度調査会
合併新法（構想市町の動向）

自治創造会議

県会委員会報告

行革調整会議

行革調整会議

県政経営会議

6/20 分権特別委員

7/25 総務常任委員
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分権社会の実現に向けて
ー総合化から専門化へー

東部振興局

所管区域

D市
E市
F町

西部東部□□事務所
所管区域

A市
B市
D市
E市
C町
F町

西部東部△△事務所
所管区域 (東部支所)

A市
B市
D市 (D市)
E市 (E市)
C町
F町 (F町)

西部振興局

所管区域

A市
B市
C町

総合地方機関のあり方（イメージ）

振興局等

・
・
・
・

圏域経営機能

総合調整機能

市町への支援機能

サービス提供機能

危機管理機能

○○事務所

△△事務所

□□事務所

東部○○
事務所
所管区域

D市
E市
F町

本庁

分権型社会
県・市町の役割

市町合併の進展 市町への権限移譲 県の組織の見直し

廃止

検討・本庁

本庁

継続・見直し

検討

単独機関化

背 景

スリムで効率的な
組織体制へ

県民の視点に立って視 点

西部○○
事務所
所管区域

A市
B市
C町

総合調整、危
機管理の担当
部署を持つ機
関のイメージ。
所管区域には
変更のないイ
メージ

東部と西部で

事務所は統合
するが、東部

には支所機能
が残る。
（拠点化）

東部と西部で
事務所が統合
する。

※○○、△△、□□は行政サービスの分野を意味。
※行政分野の数も現実には増減がある。
※所管区域については典型パターンを示したもの。

イメージとして２つの振
興局を示した。
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